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                                                                     制定 昭和５３．３．１ 

                         水 中 音 響 用 語 － 現 象       改正 平成１２．３．６ 

   

１．適用範囲  この規格は，水中音響－現象に関する主な用語とその定義について規定する。 

  備考 この規格の引用規格を次に示す。なお、引用規格は最新版とする。 

     ＪＩＳ Ｚ ８２０１ 数学記号 

     ＪＩＳ Ｚ ８２０２ 量記号，単位記号及び化学記号 

     ＪＩＳ Ｚ ８２０３ 国際単位系（ＳＩ）及びその使い方 

 

２．分類  用語の分類は，表１による。 

                                   表    １ 

分      類  分   類   番   号 
共通に関する用語 １０００ ～ １１９９ 
音源・放射に関する用語 １２００ ～ １２９９ 
伝搬に関する用語 １３００ ～ １４９９ 
雑音に関する用語 １５００ ～ １６９９ 

                     

３．用語・定義  用語及び定義は，次のとおりとする。 

  なお，単位記号，量記号及び対応英語，慣用語を参考欄に示す。 

  備考  １．用語欄に二つ以上の用語を併記してあるものは，同義語としてどちらを使用してもよ

いが，上位に記載する用語を優先使用するのが望ましい。 

        ２．用語の読みが紛らわしいものについては，用語の下に括弧書きで読みを示す。 

        ３．定義欄の備考に“・・ということもある。”と記載してあるものは，その用語の同義

語に準ずるものとして使用しても差し支えない。 

        ４．単位記号は ＪＩＳ Ｚ ８２０１（数学記号），ＪＩＳ Ｚ ８２０２（量記号，単位記

号及び化学記号） 及び ＪＩＳ Ｚ ８２０３（国際単位系（ＳＩ）及びその使い方） に

よることとしているが，一部の単位については yd，ft，kt も併記してある。 

        ５．対応英語の欄に二つ以上の語を併記してあるものは，どちらを使用してもよく，記載

の順序は使用の優先順位を示すものではない。 

        ６．慣用語欄に記載した用語は，今まで一般的に又は一部でその欄の定義で使われてきた

用語であっても，今後はその意味では使用しない用語であることを示す。 
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(1) 共通
参　　　　　考

用　語 定　　　　義 単位
記号

量
記号 対応英語 慣用語

1001 振動 ある量の大きさが，時間とともにある基準の値より大
きくなったり小さくなったりする現象。

oscillation,
vibration

1002 強制振動 外部からの励振によって引き起こされる振動。 forced oscillation,
forced vibration

1003 自由振動 外部からの励振を取り去った後に持続している振
動。

free oscillation,
free vibration

1004 振動モード 各粒子の動きが同一周波数で単純調和している振
動系がとる特徴的なパターン。
備考　多自由度系では，２つ以上のモードが同時
　　　　に存在する。

mode of
oscillation,
mode of vibration

1005 固有振動モード 非制動系の自由振動の振動モード。
備考 1. 一般に，系のどのような複合された動き
　　　　　も，おのおのが全く独立に振動する固
　　　　　有モードの和に分解できる。
　　　 2. 振動の正規モードということもある。

normal mode of
oscillation,
normal mode of
vibration

振動の
規準形

1006 固有振動 固有振動モードを与える振動。
備考　一般に，損失がない振動系の自由振動は，
　　　　固有振動の合成として示される。

vibration in a
normal mode,
oscillation in a
normal mode

1007 基本振動 周期的振動における，その周期に相当する振動。 fundamental
oscillation,
fundamental
vibration

1008 倍振動 周期的振動の成分中，基本振動以外のもの。
備考　第ｎ倍振動とは，基本振動数のｎ倍の振動
　　　　数を持つものをいう。

harmonic
oscillation，
harmonic
vibration

1009 共振 励振周波数のわずかな増減によっても系の応答が
減少するような，強制振動系の現象。
備考 1. 例えば，速度の共振のように何の量に対
　　　　　する応答かを示すのがよい。
　　　 2. 閉鎖又は半閉鎖空間内の媒質が共振す
　　　　　ることを共鳴ということもある。

resonance

1010 反共振 励振周波数のわずかな増減によっても系の応答が
増加するような，強制振動系の現象。
備考　例えば，速度の反共振のように何の量に対
　　　　する応答かを示すのがよい。

anti-resonance

1011 波 媒質中のどの点においても時間の関数であるととも
に，ある時刻におけるある点ではその点の空間座
標の関数であるように媒質中をある定められた速度
で伝搬するじょう乱。
備考　波動ということもある。

wave

1012 波動方程式 媒質中の波動の状態を一般的に示す方程式。 wave equation

1013 媒質 波を伝えるもの。
備考　音波の場合は弾性体。

　 　 medium

1014 自由進行波 媒質境界の影響を受けることなく，媒質中を伝搬す
る波。

free progressive
wave

用語
番号
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参　　　　　考
用　語 定　　　　義 単位

記号
量

記号 対応英語 慣用語
用語
番号

1015 波面 進行波において，ある時刻における波のある特徴
量が同位相である点の軌跡。

surface wavefront

1016 平面波 波面がどこでも伝搬方向に垂直で，互いに平行な
平面である波。

plane wave

1017 円筒波 波面が同軸円筒面である波。 cylindrical wave

1018 球面波 波面が同心球面である波。 spherical wave

1019 縦波 媒質中の各点の粒子変位の方向が波面と直交す
る波。

longitudinal wave

1020 横波 媒質中の各点の粒子変位の方向が波面と平行な
波。

transverse wave

1021 圧縮波 弾性体内において，回転変形を伴わない微小領域
の体積変化によって引き起こされる波。
備考　数学的には，圧縮波は，回転(curl)がゼロと
　　　　なる速度場の波である。

compressional
wave

疎密波

1022 すべり波 弾性体内において，体積変化を伴わない微小領域
の変形によって引き起こされる波。
備考　数学的には，すべり波の粒子速度の発散
　　　　(div)はゼロである。

rotational wave，
shear wave

1023 レイリー波 表面粒子が，表面に垂直な方向を主軸とし，初期
のじょう乱がないときの表面上に中心をもつだ（楕）
円を描きながら，固体又は液体の自由境界面上を
伝搬する表面波。
備考 1. 初期のじょう乱がないときの表面からの最
　　　　　大粒子変位点では，粒子の運動方向は波
　　　　　の伝搬方向と反対になる。
　　　 2. レイリー波の伝搬速度は，固体中のすべり
　　　　　波のそれよりもわずかに遅い。
　　　 3. レイリー波の振幅は，深さとともに指数関
　　　　　数的に減少する。

Rayleigh wave

1024 定在波 同一周波数の同種の進行波の干渉によって生じる
空間的にある固定した分布をもつ周期的な波。
備考　このような波は，空間的に固定した節又は
　　　　部分節及び腹によって特徴づけられる。

standing wave

1025 節 定在波において，波のある指定された量の振幅が
ゼロとなる点，線又は面。
備考 1. 実際には，この振幅は一般にゼロにはな
　　　　　らず最小値となるだけである。このときの
　　　　　節は，部分節という。
　　　 2. 節となる量を明確に指定するため，変位
　　　　　の節，粒子速度の節，音圧の節のよう
　　　　　に，節という用語の前に接頭語を付して
　　　　　用いるのがよい。

node

1026 腹 定在波において，波のある指定された量の振幅が
最大となる点，線又は面。
備考　腹となる量を明確に指定するため，変位の
　　　　腹，粒子速度の腹，音圧の腹のように，腹と
　　　　いう用語の前に接頭語を付して用いるのが
　　　　よい。

antinode,
loop
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参　　　　　考
用　語 定　　　　義 単位

記号
量

記号 対応英語 慣用語
用語
番号

1027 基本波 複合波の成分中，基本周波数をもつ成分。 fundamental wave

1028 複合波 周波数の異なるいくつかの正弦波からなる波。 complex wave

1029 調波
ハーモニック

周期的複合波の成分中，その周波数が基本周波
数の整数倍であるもの。

harmonic

1030 高調波 基本周波数以外の調波。 high harmonic

1031 サブハーモニッ
ク

周期的強制振動をしている系の振動成分中，外力
の基本周波数の整数分の１の周波数を持つもの。

subharmonic

1032 衝撃波 (1) 大きな振幅で，継続時間のきわめて短い波。
(2) 流体中の超音速の運動によって生じる衝撃的
     な波。

(1)impulse wave
(2)shock wave

1033 音
音響振動

媒質中の粒子がその平衡位置を中心として行う運
動。
備考　音響ということもある。

　 sound，
acoustic
oscillation，
acoustic
vibration

1034 水中音 水を媒質とする音。
備考　水中音響ということもある。

underwater sound

1035 可聴音 (1) 聴覚を引き起こさせる音響振動。
(2) 音響振動によって引き起こされる聴覚。

　 audible sound

1036 エコー
反響

(1) 受波点に到達する目標からの反射音又は散乱
     音。
(2) 直接音の後に，それとは分離して識別できる程
     度の強さと時間の遅れをもって到達する反射
     音。
備考　反響音ということもある。

echo

1037 過渡音 継続時間の短い過渡的な音。
備考 1. 機器の発停や弁の開閉などに伴い生じる
　　　　　音。
　　　 2. トランジェント音ということもある。

transient sound

1038 音波 音の波。 　 sound wave

1039 超音波 可聴音の上限周波数（およそ１６kHz）以上の周波
数の音波。
備考　聴く目的以外の音波をいうこともある。

ultrasonic wave

1040 水中超音波 水を媒質とする超音波。 underwater
ultrasonic wave

1041 音場 音波の存在する媒質の領域。 　 sound field

1042 自由音場 等方性，かつ均質の媒質中で境界の影響を無視
できる音場。

free sound field

1043 近距離音場 音源の十分近くに作られる瞬時音圧と瞬時粒子速
度が同相にならない音場。

near sound field

1044 遠距離音場 音源から十分遠方に作られる瞬時音圧と瞬時粒子
速度を同相とみなすことができる音場。

far sound field

1045 ゆらぎ 巨視的に同一条件が保たれているとき，個々の観
測値が平均値の近くで変動する現象。

　 　 fluctuation
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参　　　　　考
用　語 定　　　　義 単位

記号
量

記号 対応英語 慣用語
用語
番号

1046 ダンピング
制動

時間又は距離とともに振動系からエネルギーが失
われること。
備考　音波伝搬の過程において，音響エネルギー
　　　　が失われることを減衰という。

damping

1047 スプリアス振動 振動子の振動において，望ましくない振動成分。 spurious
oscillation,
spurious
vibration

1048 ピストン振動 振動面がピストンのように全面にわたり同位相かつ
同速度で振動すること。

piston vibration

1049 ハウリング 受波器，増幅器及び送波器からなる系において，
送波器から受波器への音響的帰還によって発振す
る現象。

　 　 howling

1101 周期 一定の時間間隔をおいて繰り返される現象におい
て，同一状態が再現するまでに経過する最小時間
間隔。

s T period

1102 位相 周期的現象において，１周期ごとに繰り返される変
量の位置を示す量。
備考　例えば，
　　　　y=Asin(ωt+α)
　　　　では(ωt+α)。

rad φ phase

1103 振幅 (1) 振動する量について，その振動の幅の１／２。
(2) 正弦的に変化する量についてはその最大値。
備考　例えば，
　　　　y=Asin(ωt+α)
　　　　におけるA。

amplitude

1104 波長 等方性の媒質中を進行する周期的な波動におい
て，１周期だけ位相差がある２つの波面の垂直距
離。

m λ wavelength

1105 粒子変位 媒質中における粒子の平衡状態からの変位。
備考 1. 通常，実効値で表す。
　　　 2. 瞬時値を表すときは，瞬時粒子変位とい
　　　　　う。
　　　 3. ピーク値を表すときは，ピーク粒子変位と
　　　　　いう。

m ξ particle
displacement

1106 周波数
振動数

周期的現象が単位時間に繰り返される回数。
備考　その値は周期の逆数である。

Hz f
ν

frequency

1107 角周波数
角振動数

周波数（振動数）に２πを乗じたもの。 rad/s ω angular frequency

1108 固有周波数
固有振動数

固有振動の起こる周波数（振動数）。 Hz frequency of
vibration of the
normal mode

1109 共振周波数 共振の起こる周波数。
備考　混乱を起こす可能性があるときは，例えば，
　　　　速度の共振周波数のように，共振の種類を
　　　　示さなければならない。

Hz resonance
frequency

1110 反共振周波数 反共振の起こる周波数。 Hz anti-resonance
frequency
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参　　　　　考
用　語 定　　　　義 単位

記号
量

記号 対応英語 慣用語
用語
番号

1111 基本周波数
基本振動数

(1) ある周期性の量において，それと同じ周期をも
    つ正弦波成分の周波数。
(2) 振動系において最も低い固有振動数。

Hz fundamental
frequency

1112 空間周波数 周期的現象が単位距離に繰り返される回数。 m-1 spatial frequency

1113 粒子速度 粒子変位の時間微分。
備考 1. 通常，実効値で表す。
　　　 2. ピーク値を表すときには，ピーク粒子速度
　　　　　という。

m/s υ
u

particle velocity

1114 体積速度 表面に垂直な粒子速度成分とその微小面積との積
の振動面にわたって積分したもの。

m3/s q
υ

volume velocity

1115 位相速度 一定位相の面が進行する方向の速度。 m/s phase velocity

1116 伝搬速度 波動現象の進行する速度。 m/s propagation
velocity

1117 群速度 非正弦的なじょう乱の包絡線で表される特徴量の
伝搬速度。
備考 1. 群速度は，分散性媒質（音速が周波数に
　　　　　依存する媒質）においてだけ位相速度と
　　　　　異なる。
　　　 2. 通常，群速度はじょう乱に係わるエネルギ
　　　　　ーの伝搬速度に等しい。

m/s group velocity

1118 音の速さ
音速

自由進行音波の位相速度の大きさ。 m/s Ｃ speed of sound,
sound speed

1119 音の速度 音波が伝搬する方向と速さを示すベクトル。
備考　音速度ということもある。

m/s sound wave
velocity,
sound velocity

1120 速度ポテンシャ
ル

任意の方向の変化率に負符号を付けると，粒子速
度のその方向成分を与えるようなスカラー関数。
備考　Ｖを粒子速度，φを速度ポテンシャル，ｘを
　　　　任意方向の座標とすると一般に
　　　　V=-∂φ/∂x
　　　　で示される。

velocity potential

1121 瞬時音圧 媒質中のある点において，ある時刻の圧力から静
圧を引いた値。
備考　静圧とは媒質中のある点で音波のないとき
　　　　に存在する圧力をいう。

μPa instantaneous
sound pressure

1122 音圧 特に指定しない限り，対象とする時間内の瞬時音
圧の実効値。

μPa P sound pressure

1123 基準音圧 音圧の基準量。
備考　通常，水中音響では１μＰａ，空中音響では
　　　　２０μＰａ，また固体音響では１Ｐａを用いる。

reference sound
pressure

1124 音響エネルギー
束

ある面の瞬時音圧と，その面を通過する体積速度
の同相成分の積の時間平均値。
備考　面を通過する音響パワーを意味し，単に音
　　　　響パワーということもある。

W sound energy flux

1125 音響出力 指定された周波数帯域で，ある時間内に音源から
放射された全音響エネルギーをその時間で割った
値。
備考　音源の音響パワーということもある。

W 　 sound power of a
source
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参　　　　　考
用　語 定　　　　義 単位

記号
量

記号 対応英語 慣用語
用語
番号

1126 音の強さ
音響パワー密度
音響エネルギー
束密度

指定された方向に垂直な面を通過する音響エネル
ギー束をその面積で割った値。
備考 1. 指定された方向とは音の進行方向を指す
　　　　　ことが多い。
　　　 2. 音響インテンシティということもある。

W/m2 Ｉ sound intensity，
sound power
density，
sound energy flux
density

1127 レベル ある量とその量の基準の量との比の対数。
備考 1. 対数の底，基準の量及びレベルの種類を
　　　　　明記する必要がある。
　　　 2. レベルの種類は，着目した量を表す用語
　　　　　と組み合わせて示す。例えば，音圧レベ
　　　　　ル，音響パワーレベルなど。
　　　 3. レベルに用いられる対数の底は，レベル
　　　　　の単位によって明示される。

level

1128 音圧レベル ある音圧と基準音圧との比の対数。
備考　比の１０を底とする対数（常用対数）をとり２０
　　　　倍すれば，音圧レベルはデシベルで表され
　　　　る。

dB sound pressure
level

1129 帯域音圧レベ
ル
バンドレベル

ある周波数帯域内の音圧レベル。
備考 1. 周波数帯域は，低域及び高域の遮断周
　　　　　波数，又は幾何平均的な中心周波数と
　　　　　帯域幅で指定してよい。
　　　 2. 帯域幅は，１オクターブバンド（音圧）レベ
　　　　　ル，１／２オクターブバンド（音圧）レベル，
　　　　　１／３オクターブバンド（音圧）レベルのよう
　　　　　に，バンドレベルに付随する接頭語で指
　　　　　定してもよい。

dB band sound
pressure level ，
band pressure
level

1130 音の強さのレベ
ル

ある指定された方向に対する音の強さと基準の音
の強さとの比の対数。
備考 1. 常用対数をとり１０倍すれば，音の強さの
　　　　　レベルはデシベルで表される。
　　　 2. 基準の音の強さは，水中音響では通常，

　　　　　0.64×10-18Ｗ／ｍ２（音圧１μPa相当），

　　　　　空中音響では，１ｐＷ/ｍ２（音圧２０μPa相
　　　　　当）が用いられる。
　　　 3. 音響インテンシティレベルということもあ
　　　　　る。

dB sound intensity
level

1131 音源レベル (1) 送波器の送波レベル。
(2) 雑音源又は対象目標の放射音を実効音響中
     心から基準距離に換算した音圧レベル。
備考　通常，基準距離として１ｍ又は１ｙｄが用いら
　　　　れる。

dB source level

1132 音響スペクトル 複合音の成分の大きさ（場合によっては位相も）を
周波数の関数として表したもの。

　 sound spectrum 音のス
ペクトル

1133 線スペクトル 離散的な周波数成分だけをもつ音響スペクトル。 　 　 line spectrum

1134 連続スペクトル ある周波数範囲にわたって連続的に分布する成分
をもつ音響スペクトル。

　 　 continuous
spectrum
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参　　　　　考
用　語 定　　　　義 単位

記号
量

記号 対応英語 慣用語
用語
番号

1135 スペクトル密度 場の量の２乗平均値を帯域幅で割った値を，帯域
幅をゼロに近づけたときの極限値。
備考 1. 場の量の種類は，音圧，粒子速度，粒子
　　　　　加速度のように指定しなければならない。
　　　 2. スペクトルということもある。

spectral density，
spectrum density

spectrum

1136 パワースペクト
ル密度

音響パワーを帯域幅で割った値を，帯域幅をゼロ
に近づけたときの極限値。
備考　パワースペクトルということもある。

　 　 power spectral
density，
power spectrum
density

power spectrum

1137 スペクトル密度
レベル
スペクトルレベ
ル

ある周波数帯域内に分布する指定された量とその
周波数帯域幅との比の，周波数帯域幅をゼロに近
づけたときの極限値のレベル。
備考　量の種類は，（２乗）音圧スペクトルレベルの
　　　　ように明示しなければならない。

dB spectrum density
level，
spectrum level

1138 特性インピーダ
ンス

平衡状態における媒質の密度と音の速さの積。
備考　非分散性の媒質中を伝搬する平面音波で
　　　　は，比音響インピーダンスは，特性インピー
　　　　ダンスに等しい。

Pa･
s/m，
N･

s/m3

Zc characteristic
impedance of a
medium

1139 音響インピーダ
ンス

指定された面の音圧を，その面を通過する体積速
度で割った値。
備考　複素数で与えられる。

Pa･

s/m3，
N・

s/m5

Za acoustic
impedance

1140 音響抵抗 音響インピーダンスの実数部。 Pa･

s/m3，
N・

s/m5

acoustic
resistance

1141 音響リアクタンス 音響インピーダンスの虚数部。 Pa･

s/m3，
N・

s/m5

　 acoustic
reactance

1142 比音響インピー
ダンス

音場内の１点において，音圧を粒子速度で割った
値。
備考 1. 固有音響インピーダンスということもある。
　　　 2. 複素数で与えられる。

Pa･
s/m，
N･

s/m3

Zs specific acoustic
impedance

単位面
積イン
ピーダ
ンス

1143 比音響抵抗 比音響インピーダンスの実数部。
備考　固有音響抵抗ということもある。

Pa･
s/m，
N･

s/m3

specific acoustic
resistance

1144 比音響リアクタ
ンス

比音響インピーダンスの虚数部。 Pa･
s/m
N･

s/m3

　 specific acoustic
reactance
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参　　　　　考
用　語 定　　　　義 単位

記号
量

記号 対応英語 慣用語
用語
番号

1145 スチフネス 摩擦と慣性が無視できる系において，正弦波運動
をしているときに１点に加わる力をその結果生じる
変位の同相成分で割った値。
備考　ねじれスチフネスの場合は，力と変位をトル
　　　　クと回転角で置き換える。

N/m

N･
m/rad

　 stiffness

1146 コンプライアンス スチフネスの逆数。 m/N，
rad/(N
･m)

　 compliance

1147 デシベル パワーなどの量を比較するのに用いるディメンショ
ンのない単位。
備考 1. パワーの場合，基準のパワーをＷ２とする

　　　　　とき，パワーＷ1は

　　　　　n=10log10(W1/W2) dB

　　　　　のパワーレベルであるという。
　　　 2. 音圧の場合，基準音圧をＰ２とするとき，音

　　　　　圧Ｐ１は

　　　　　n=20log10(P1/P2) dB

　　　　　の音圧レベルであるという。

dB decibel

1148 パスカル 圧力と応力のSI組立て単位。
備考 1. 接頭語付きSI組立て単位として，μPa，
　　　　　hPa，MPa，GPaなどがある。
　　　 2. 例えば，μPaは音圧，hPaは気圧，MPaは
　　　　　水圧に，またGPaは応力に用いられる。

Pa pascal

1149 オクターブ 周波数の比が，２である２つの音の対数周波数間
隔。
備考　オクターブは，対数周波数間隔の単位とし
　　　　て用いられる。

octave

(2) 音源・放射
参　　　　　考

用　語 定　　　　義 単位
記号

量
記号 対応英語 慣用語

1201 音源 音を発生しているもの。 　 　 sound source

1202 点音源 あたかも一点から音波を放射しているとみなせる音
源。

point sound
source

1203 単一音源 自由音場ですべての方向に等しく音波を放射する
音源。
備考　モノポール音源ということもある。

simple sound
source

monopole

1204 ダイポール音源 互に逆位相で振動している２つの，同じ強さの点音
源が接近して存在している音源。

　 　 dipole sound
source,
dipole

1250 放射 音響エネルギーが音源から媒質中へ放出される現
象。

　 　 radiation

1251 放射面積 音波を放射する面の面積。 m2 　 radiation area

用語
番号
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参　　　　　考
用　語 定　　　　義 単位

記号
量

記号 対応英語 慣用語
用語
番号

1252 音響放射効率
放射効率

(1) 実際に音となって放射される音響パワーの，見
     かけ（瞬時音圧と体積速度が同相であるとみな
     したとき）の音響放射パワーに対する比。
(2) 実際に音となって放射される音響パワーの，そ
     の放射面の面積及び平均速度にそれぞれ等
     しい面積及び平均速度をもつ剛体ピストンが
     放射する音響パワーに対する比。
備考 1. (1) の定義では，音響放射効率は，放射イ
　　　　　ンピーダンスをＺａ，放射抵抗をＲａとして，
　　　　　Ｒａ／│Ｚａ│　で与えられる。
　　　 2. 放射係数ということもある。

　 　 acoustic radiation
efficiency

1253 バッフル効果 電気音響変換器の周囲にバッフルを設けることに
よって音場が変化すること。
備考　音響遮へい（蔽）効果のほかに，指向性の
　　　　付与，感度の上昇などの効果がある。

　 　 baffle effect

1254 バッフル 送波器の後方への音響放射を低減する目的，ある
いは受波器の後方からの雑音などを低減する目的
で周囲に設ける構造物。
備考　音響バッフルということもある。

baffle

acoustic buffle

1255 ハードバッフル 比音響インピーダンスが媒質のそれと比較して大き
な材料で作られているバッフル。
備考 1．剛バッフルということもある。
　　　 2．理想的なハードバッフルによる反射波は，
　　　　　入射波と同位相であるためバッフル面上
　　　　　での音圧は２倍となる。

hard baffle

1256 ソフトバッフル 比音響インピーダンスが媒質のそれと比較して小さ
な材料で作られているバッフル。
備考 1．軟バッフルということもある。
　　　 2．理想的なソフトバッフルによる反射波は，
　　　　　入射波と逆位相であるためバッフル面上
　　　　　での音圧はゼロとなる。

soft baffle

1257 無限大バッフル 無限に広がる，仮想のバッフルのこと。
備考 1. 音響放射などの解析を行う場合，振動板
　　　　　が無限大バッフルにはめこまれていると
　　　　　して理想化して扱うことが多い。
　　　 2. 無限大バッフルがあると，その裏面には音
　　　　　波は伝搬しない。

　 infinite baffle

1258 放射インピーダ
ンス

媒質に接している放射面上の音圧の面積分（力）を
放射面の平均速度で割った複素数比。

N･s/m 　 radiation
impedance

1259 放射抵抗 放射インピーダンスの実数部。 N･s/m 　 radiation
resistance

1260 放射リアクタンス 放射インピーダンスの虚数部。 N･s/m 　 radiation
reactance

1261 放射インピーダ
ンス密度

放射面の単位面積当たりの放射インピーダンス。 N･

s/m3

　 specific radiation
impedance

1262 自己放射イン
ピーダンス

着目する音源自体の放射インピーダンス。
備考　相互放射インピーダンスと区別をするときに
用いる。

N･s/m 　 self-radiation
impedance
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参　　　　　考
用　語 定　　　　義 単位

記号
量

記号 対応英語 慣用語
用語
番号

1263 相互放射イン
ピーダンス

複数の放射面が同じ媒質に接しているとき，他の放
射面の振動によって生じる自己の放射面上の音圧
の面積分（力）を他の放射面の平均速度で割った
複素数比。

N･s/m 　 mutual radiation
impedance

1264 キャビテーショ
ン

液体中で局所的な減圧によって気泡が発生する現
象。
備考 1. 高速で運動する物体の表面，強い音響放
　　　　　射面などに生じる。
　　　 2. キャビテーションによって生成する気泡の
　　　　　ことを空洞ということもある。
　　　 3. 空洞現象ということもある。

cavitation

1265 キャビテーショ
ンいき（閾）値

(1) キャビテーションが発生し始めるときの圧力。
(2) キャビテーションが発生し始めるときの音の強
     さ。

cavitation
threshold

(3) 伝搬
参　　　　　考

用　語 定　　　　義 単位
記号

量
記号 対応英語 慣用語

1300 伝搬 媒質中を音波が伝わる現象。 　 　 propagation,
transmission

1301 波動理論 波動方程式を，音波の干渉及び回折などの波動的
性質を無視することなく解くことにより，音場を解析
する伝搬理論。
備考　解法として，ノーマルモード法，放物型方程
　　　　式法などがある。

　 　 wave theory

1302 音線理論 音線を用いて音波の伝搬現象を取り扱う伝搬理
論。

　 　 ray theory

1303 ノーマルモード
法

波動方程式を，ノーマルモード（海中の音波伝搬
路の固有振動モード）の線形結合によって表して
解く音場解析手法。

　 　 normal mode
method

1304 放物型方程式
法
ＰＥ法（ぴー
いーほう）

波動方程式を，放物型の偏微分方程式の形に近
似して解く音場解析手法。

　 　 parabolic
equation method

1305 波数積分法 波動方程式の解を，円筒発散波の波数積分で表し
て解く音場解析手法。
備考　波数積分の計算にＦＦＴを利用したものをＦ
　　　　ＦＰ(fast field program)という。

　 wave number
integration
method

1311 ドップラー効果 音源，受波点又は媒質が移動することにより，観測
される音波の周波数がもとの周波数から変化する
現象。

　 　 Doppler effect

1312 ロイドミラー効果 直接波と媒質の境界面からの反射波との間に生じ
る干渉によって音圧が増減する現象。

　 　 Lloyd mirror
effect

1321 発散 音波が音源から遠ざかるにしたがって，その波面が
広がる現象。

　 　 divergence,
spreading

拡散

用語
番号
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参　　　　　考
用　語 定　　　　義 単位

記号
量

記号 対応英語 慣用語
用語
番号

1322 球面発散 波面の広がりが球面状になる発散。
備考　吸収損失のない場合，音の強さは音源から
　　　　の距離の2乗に反比例する。

　 　 spherical
spreading

球面拡
散

1323 円筒発散 波面の広がりが円筒状になる発散。
備考　吸収損失のない場合，音の強さは音源から
　　　　の距離に反比例する。

　 　 cylindrical
spreading

円筒拡
散

1324 反射 音波が媒質境界面に入射したとき，進行方向が変
わって再びもとの媒質中を進行する現象。

　 　 reflection

1325 鏡面反射 媒質境界面において，その境界面の法線方向に
対して対称に入射角と等しい角度で元の媒質中を
音波が進行する現象。

　 　 specular
reflection

1326 全反射 ２つの媒質の境界面において，入射波が全部反射
し，透過が生じない現象。

　 　 total reflection

1327 海面反射 音波が海面で反射する現象。 　 　 sea-surface
reflection

1328 海底反射 音波が海底で反射する現象。 　 　 sea-bottom
reflection

1329 屈折 音速が場所によって変わるため，音波の伝搬方向
が変化する現象。

　 　 refraction

1330 スネルの法則 屈折において，入射角と屈折角の間に成り立つ法
則。
備考　音速C1の媒質と音速C2の媒質が平面で接

　　　　しているとき，この境界面のいたるところで，
　　　　次の式が成り立つ。
　　　　sinθ1/Ｃ1＝sinθ2/Ｃ2

　　　　ここに
　　　　θ1：入射角

　　　　θ2：屈折角

　 　 Snell's law

1331 収束 音波の屈折又は反射によって音線が集中するこ
と。

　 　 convergence

1332 収束帯
CZ（しーぜっと）

深海における屈折により，音源から遠く離れた海面
近くで音線が収束する領域。

　 　 convergence
zone

1333 コースティクス 同一音源から放射された音線が，反射や屈折に
よって収束し，音の強さが大きくなる領域。
備考　音線の収束点の軌跡は，海洋では3次元的
　　　　な面を形成し，これを焦面ということもある。
　　　　また，便宜上ある断面をとって論ずる場合
　　　　は，これを焦線ということもある。

　 　 caustics

1334 透過 媒質境界面をとおして，一方の媒質から他方の媒
質へ音波が伝搬していく現象。

　 　 transmission

1335 全透過 媒質境界面において，入射波が全部透過し，反射
が生じない現象。

　 　 intromission

1336 回折 媒質中の障害物や媒質の不均一性により，音波の
進行方向が変化する現象。

　 　 diffraction

1337 干渉 同一周波数で位相又は伝搬方向が異なる２つ以上
の音波が重畳して生じる現象。

　 　 interference
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参　　　　　考
用　語 定　　　　義 単位

記号
量

記号 対応英語 慣用語
用語
番号

1338 コヒーレンス 時間的又は空間的に相関があり，干渉が生じる波
動の特性。
備考　干渉が生じない波の特性をインコヒーレンス
　　　　という。

　 　 coherence

1339 分散 音速が周波数によって異なるために波の各周波数
成分が伝搬距離と共に離れていく現象。

　 　 dispersion

1340 吸収 媒質中又は反射に伴い，音響エネルギーが消散
又は他のエネルギーに変換される現象。
備考　材料又は構造体に関しては吸音ということも
　　　　ある。

　 　 absorption,
sound absorption

1341 消散 音響エネルギーが熱に変わる現象。 dissipation

1342 散乱 音波が多くの方向に不規則に回折又は反射される
現象。

　 　 scattering

1343 ランベルトの法
則

媒質境界面での散乱において，入射波の強さと散
乱波の強さの間に次の式の関係が成り立つ法則。
　　　　Is=μIicosθcosφdA

ここに
　　　　Ii：入射波の強さ

　　　　θ：入射角
　　　　Is：散乱波の強さ

　　　　φ：散乱角
　　　　dA：対象とする境界面の微小面積
　　　　μ：散乱の程度を表す比例係数

　 　 Lambert's law

1344 前方散乱 (1) 物体又は体積の散乱において入射波の進行
     方向に近い方向に生じる散乱。
(2) 媒質境界面の散乱において鏡面反射に近い
     方向に生じる散乱。

　 　 forward
scattering

1345 後方散乱 音源の方向又はそれに近い方向に生じる散乱。
備考　もどり散乱ということもある。

　 　 backscattering

1346 表面散乱 媒質境界面で生じる散乱。 　 　 surface scattering

1347 体積散乱 媒質中に存在する散乱体及び媒質の不均一性に
よる散乱。

　 　 volume scattering

1348 海面散乱 海面及び海面付近に存在する散乱体による散乱。 　 　 sea-surface
scattering

1349 海底散乱 海底面及びその付近に存在する散乱体による散
乱。

　 　 sea-bottom
scattering

1350 残響 音源が停止した後に繰り返される反射又は散乱の
結果として空間に持続する音。
備考　水中音響においては，主として海面，海底
　　　　又は海中の散乱体からの１回の反射又は
　　　　散乱による音も残響という。

　 　 reverberation

1351 体積残響 体積散乱によって生じる残響。 　 　 volume
reverberation

1352 海面残響 海面反射又は海面散乱によって生じる残響。 　 　 sea-surface
reverberation

1353 海底残響 海底反射又は海底散乱によって生じる残響。 　 　 sea-bottom
reverberation
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参　　　　　考
用　語 定　　　　義 単位

記号
量

記号 対応英語 慣用語
用語
番号

1361 音線 音波の波面と直交する線をいい，音波の伝搬経路
を示すもの。

　 　 sound ray 音道

1362 RBR音線（あー
るびーあーるお
んせん）

音波が海中の屈折と海底反射とを繰り返して伝搬
するときの音線。
備考　ＲＢＲは，対応英語の頭字語である。

　 　 refracted-
bottom-reflected
ray

1363 RSR音線（あー
るえすあーるお
んせん）

音波が海中の屈折と海面反射とを繰り返して伝搬
するときの音線。
備考　ＲＳＲは，対応英語の頭字語である。

　 　 refracted-
surface-reflected
ray

1364 限界音線 音源から発する音線のうち，音速が極大となる深度
の水平面に接する音線。
備考　音線が到達する領域とシャドーゾーンとの境
　　　　界を形成する音線を示す。

　 　 limiting ray

1365 ダイレクトパス
ＤＰ（でぃー
ぴー）

音波が海面や海底で反射することなく，受波点に
直接到達する経路。
備考　収束帯に到達した経路は含まない。

　 　 direct path

1366 マルチパス伝搬
多経路伝搬

ある音源から放射された音波が，媒質中の一点に
到着するとき，その経路が２つ以上存在すること。
備考　干渉効果のために複雑な波形となることが
　　　　多い。

　 　 multipath
propagation

1367 サウンドチャネ
ル

深さとともに音速が変わってゆくとき，途中で音速の
極小部をもつような海洋中の領域。
備考　この領域の音波は，屈折によって鉛直方向
　　　　に発散しなくなり遠距離では円筒発散に近
　　　　くなる。

　 　 sound channel

1368 サーフェスダクト 海面直下の音速こう（勾）配が正の領域により形成
されるサウンドチャネル。
備考　一般に，混合層により形成される。

　 　 surface duct

1369 SOFARチャネル
（そーふぁー
ちゃねる）

サウンドチャネルのうち，音速が極小となる深度が
水温躍層と深海の等温層の境界によって形成され
ているもの。
備考 1. ディープサウンドチャネルということもある。
　　　 2. 対応英語の頭字語である。

　 　 sound fixing and
ranging channel

deep sound
channel

1370 シャドーゾーン 屈折によって音線が到達できなくなる海中の領域。 　 　 shadow zone

1371 伝搬アノマリー ある与えられた距離における実際の伝搬損失か
ら，同じ伝搬経路について球面発散で計算した場
合，又は他の特定の音波伝搬モデルで計算した場
合の伝搬損失を引いた値。

　 　 propagation
anomaly

1372 余剰深度 水深から限界深度を引いた値。
備考　余剰深度がある値以上となるとき，収束帯が
　　　　形成される。

　 　 depth excess

1373 余剰音速 海底の音速から海面の音速を引いた値。
備考　余剰音速がある値以上となるとき，収束帯が
　　　　形成される。

　 　 sound speed
excess
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参　　　　　考
用　語 定　　　　義 単位

記号
量

記号 対応英語 慣用語
用語
番号

1374 限界深度 深海において，海面付近の最大音速と等しい音速
となる深度。
備考　海面付近で水平に放射された音線が到達
　　　　し得る最大の深度を表す。

　 　 limiting depth

1375 サウンドチャネ
ル深度
ＳＣ深度（えす
しーしんど）

サウンドチャネル中で，音速が極小となる深度。 　 　 sound channel
depth

1381 音速分布 海中の音速が深さ方向又は水平方向，若しくは２
次元的又は３次元的に変化している状態。

　 　 sound speed
distribution

1382 等温層 実質的に温度一定の特性をもつ海水層。 　 　 isothermal layer

1383 混合層 波浪によるかくはん（攪拌）や表面冷却による対流
などによって，混合が起きている表面付近の等温
層。
備考　表面層ということもある。

　 　 mixed layer

surface layer

1384 水温躍層 深さに対して急激に水温が変化する海面近くの海
水層。

　 　 thermocline

1385 深海散乱層
ＤＳＬ（でぃーえ
すえる）

ある深さにあり，エコーを生じる散乱体群を含む海
水層。

　 　 deep scattering
layer

1386 深海 音波伝搬上，海底の影響を考慮する必要がない海
域。

　 　 deep water

1387 浅海 (1) 音波伝搬上，海面と海底の影響を考慮する必
     要がある海域。
(2) 一定の等深線を境界として，これよりも浅い海
     域。
備考　一定の等深線として，大陸棚の限界（通常，
　　　　200mの等深線）をとることが多い。

　 　 shallow water

1388 底質 海底を形成している物質。
備考 1. 大別すると基盤岩とたい（堆）積物とにな
　　　　　る。
　　　 2. たい（堆）積物は，その種類又はその組成
　　　　　比などで表される。

　 　 bottom materials

1389 たい（堆）積層 海底にたい（堆）積している粒状物質から成る層。
備考　たい（堆）積物は，粒子径により，れき（礫），
　　　　砂，シルト，クレイなどに分けられる。

　 　 sediment layer

1390 シーステート 国際気象機関が定めた海面の粗さを表した階級表
示。
備考 1. ０～９の階級が，１／３有義波高の平均値
　　　　　により表される海面の粗さに対応してい
　　　　　る。
　　　 2. 風浪階級及びうねり階級とは異なる。

　 SS sea state,
state of the sea

1391 内部波 密度の異なる海水層が上下に重なるとき，その境
界面に発生する波。
備考　内波ということもある。

　 　 internal wave
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用　語 定　　　　義 単位

記号
量

記号 対応英語 慣用語
用語
番号

1392 潮目 異なる物理特性をもつ水塊の間に形成される不連
続面。
備考　広範囲にわたる水塊の境界線（面）を海洋
　　　　前線という。これらの両側では流速，水温，
　　　　塩分濃度，水質などが大きく異なる。

　 　 current rip,
siome

1393 水塊 水温，塩分濃度などがほとんど一様な水の塊。
備考　暖水塊，冷水塊などといい，その境界（潮
　　　　目）では音波の散乱，屈折などが起こり，
　　　　ソーナー探知の障害となる。

　 　 water mass

1401 入射角 音波が媒質境界面に入射するときの，音波の入射
方向と境界面の法線がなす角。

rad
…°

　 incident angle

1402 反射角 媒質境界面での反射において，その面の法線と反
射後の音波の進行方向がなす角。

rad
…°

　 reflection angle

1403 屈折角 媒質境界面での屈折において，その面の法線と屈
折後の音波の進行方向がなす角。

rad
…°

　 refraction angle

1404 散乱角 (1) 媒質境界面での散乱において，散乱波の進行
     方向と媒質境界面の法線がなす角。
(2) 体積散乱において，散乱波の進行方向と入射
     波の進行方向がなす角。

rad
…°

　 scattering angle

1405 グレージング角 入射角の余角。 rad
…°

　 grazing angle 入射余
角

1406 層深 混合層下端の深度。 m
ft

　 layer depth

1407 音速こう（勾）配 単位深度当たりの音速の変化。
備考　音速傾度ということもある。

1/s 　 sound speed
gradient

1408 吸収断面積 吸収音響パワー（単位時間当たりの吸収エネル
ギー）を入射波の音の強さで割った値。
備考　消散される音響パワーについてのみいうこと
　　　　もある。

　m2，

cm2

　 absorption cross-
section

吸収断
面

1409 散乱断面積 (1) 物体又は体積の散乱断面積
     ある物体又は特定の体積中にある散乱体
     によって，すべての方向に散乱された音
     響パワーと等しい音響パワーとなる，入射
     平面進行波の断面積。

(2) 海面又は海底の散乱断面積
     ある特定の海面又は海底から半球面上
     に散乱された音響パワーに等しい音響
     パワーとなる，入射平面進行波の断面
     積。

m2 　 scattering cross-
section
(1)scattering
cross- section of
an object or a
volume
(2)scattering
cross- section of
a surface or a
bottom

散乱断
面
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用　語 定　　　　義 単位

記号
量

記号 対応英語 慣用語
用語
番号

1410 後方散乱断面
積

(1) 物体又は体積の後方散乱断面積
      ４πと，後方散乱音圧の2乗と，散乱体の音響
     中心からの距離の２乗との積を，その体積中に
     ある散乱体に入射する音圧の２乗で割った値。
備考 1. 散乱波が全球面上に後方散乱波と同じ強
　　　　　さで一様散乱していると仮定したときの散
　　　　　乱断面積を意味する。
　　　 2. 入射角，及び後方でない場合の散乱角は
　　　　　明記しなければならない。

(2) 海面又は海底の後方散乱断面積
     半球面上に等方的に散乱し，実際の散乱体か
     らのエコーに等しいエコーを返す，海面又は
     海底の散乱断面積。
備考　海中側半球面上に後方散乱波と同じ強さで
　　　　一様散乱していると仮定したときの散乱断
　　　　面積を意味する。

m2 　 backscattering
cross-section
(1)backscattering
cross-section of
an object or a
volume
(2)backscattering
cross-section of
a surface or a
bottom

もどり散
乱断面

1411 伝搬定数 一様な系において，系が無限の長さをもつとみな
せるとき，単位の長さだけ隔たった２点において測
定される２つの粒子速度（又は音圧）間の複素数比
の自然対数。

　 γ linear exponent
of sound
propagation,
sound
propagation
coefficient

1412 減衰定数 伝搬定数の実数部。
備考　Np（ネーパ）は対数の底をe=2.718．．．とす
　　　　るレベル単位。

Np/m α attenuation
coefficient

1413 位相定数 伝搬定数の虚数部。 rad/m β acoustic phase
coefficient

1414 波長定数 ２πを波長で割った値。
備考 1. 位相定数と同じであり，減衰定数を無視で
　　　　　きるときは，伝搬定数と等しい。
　　　 2. 波数ということもある。
　　　 3. 波長の逆数を波数ということもある。

rad/m k wavelength
constant,
wave number

1415 漏れ係数 サウンドチャネル内の音波伝搬において，サウンド
チャネル外に音波が漏れるために生じる単位距離
当たりの損失。

dB/m 　 leakage
coefficient

漏れ定
数

1416 吸収係数 単位距離当たりの吸収損失。 dB/ｋm
，

dB/m

　 absorption
coefficient

吸収定
数

1417 消散係数 消散される音響エネルギーと入射音のエネルギー
との比。

dissipation factor
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参　　　　　考
用　語 定　　　　義 単位

記号
量

記号 対応英語 慣用語
用語
番号

1418 散乱係数 (1) 体積散乱係数
     対象とする体積についての散乱断面積を，そ
     の体積で割った値。
備考 1. 単位体積当たりの散乱断面積を意味す
　　　　　る。
　　　 2. 散乱断面積を後方散乱断面積とするとき
　　　　　は，後方散乱係数という。

(2) 海面又は海底の散乱係数
     海面又は海底について，散乱断面積の，そ
     の海面又は海底の面積に対する比。
備考　単位面積当たりの散乱断面積を意味する。

　 　 scattering
coefficient
(1)volume
scattering
coefficient

(2)surface or
bottom scattering
coefficient

1419 伝搬損失 音が伝搬する媒質中における，ある指定された２点
間の音圧レベルの低下量。
備考 1. 通常，一方の点を音源から基準距離だけ
　　　　　離れた点にとる。
　　　 2. 発散損失と吸収損失からなる｡

dB TL propagation loss,
transmission loss

1420 吸収損失 伝搬損失のうち，吸収によるもの。
備考　通常，散乱などにより生じる単位距離当たり
　　　　の損失として表しうる損失を含む。

dB 　 absorption loss

1421 発散損失 伝搬損失のうち，発散によるもの。
備考　発散損失は，例えば点音源から放射される
　　　　球面波で生じる。

dB 　 divergence loss,
spreading loss

拡散損
失

1422 反射損失 音波の反射において，入射波の音圧レベルから反
射波の音圧レベルを引いた値。

dB 　 reflection loss

1423 透過損失 音波の透過において，入射波の音圧レベルから透
過波の音圧レベルを引いた値。

dB 　 transmission loss

1424 収束利得 収束帯において，測定される音圧レベルから同じ
距離の球面発散及び吸収損失に基づいて計算し
た音圧レベルを引いた値。

dB 　 convergence gain
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用　語 定　　　　義 単位

記号
量

記号 対応英語 慣用語
用語
番号

1425 散乱強度
後方散乱ディ
ファレンシャル

(1) 体積散乱強度・体積後方散乱ディファレンシャ
     ル
     ある体積の後方散乱係数の，基準体積後方散
     乱係数4π/r0に対する比について，常用対数

     の10倍をとりデシベルで表したレベル。
備考 1. r0は基準距離で，１ｍにとることが望まし

　　　　　い。どのような基準距離を用いるかは，明
　　　　　記する必要がある。
　　　 2. 後方以外の指定された方向に対する体積
　　　　　散乱強度も同様に定義される。
　　　 3. 体積散乱強度は，散乱体を含む体積の中
　　　　　心からｒ0の基準距離における後方散乱音

　　　　　圧レベルから，散乱体に入射する平面波
　　　　　の音圧レベルを引いたものとして表すこと
　　　　　もできる。

dB 　 scattering
strength,
backscattering
differential
(1)volume
scattering
strength,
volume
backscattering
differential

もどり散
乱強度

　　　 4. 文字記号で表せば，次のように定義され
　　　　　る。
　　　　   Nv=LSC-Li

　　　　　 　 =10log10[(Av/V)/(4πｒ0
2/V0)]

　　　　　　  =10log10{[m/（4π/ｒ0)]}

　　　　　ここに
　　　　  Nv:体積散乱強度，又は体積後方散乱ディ

　　　　　　　ファレンシャル
　　　　  LSC:基準距離における後方散乱音圧レベ

　　　　　　　　ル
　　　　  Li:入射音圧レベル

　　　　  Av:体積についての後方散乱断面積

　　　　  ｒ0:基準距離

　　　　  V0=ｒ0
3:基準体積

　　　　  m=Av/V:体積後方散乱係数

　　　　  4π/ｒ0=4πｒ0
2/Ｖ0:基準体積後方散乱係

　　　　　数

（２）海面又は海底の散乱強度・海面又は海底の
     後方散乱ディファレンシャル
     海面又は海底の散乱要素の音響中心から単
     位距離における値に換算した後方散乱音圧
     レベルから，散乱海面又は海底に入射する
     音圧レベルを引いたもの。
備考 1．入射方向で異なる。
　　　 2．後方以外の指定された方向に対しても同
　　　　　様に定義される。

　 　 (2)surface or
bottom scattering
strength,
surface or bottom
backscattering
differential
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用　語 定　　　　義 単位

記号
量

記号 対応英語 慣用語
用語
番号

1426 ターゲットストレ
ングス
物体の後方散
乱ディファレン
シャル

物体の後方散乱断面積の基準球面積４πr0
2に対

する比について，常用対数の１０倍をとりデシベル
で表したレベル。
備考 1. r0は基準距離で，１ｍにとることが望まし

　　　　　い。どのような基準距離を用いるかは，明
　　　　　記する必要がある。
　　　 2. 後方以外の指示された方向に対するター
　　　　　ゲットストレングスは同様に定義される。
　　　 3. ターゲットストレングスは，散乱物体の音響
　　　　　中心からr0の基準距離における値に換算

　　　　　した後方散乱音圧レベルから，物体に入
　　　　　射する平面波の音圧レベルを引いたもの
　　　　　として表すことができる。
　　　 4. 文字記号で表せば，次のように定義され
　　　　　る。

　　　　　Nts=Lsc-Li=10log10(Aob/4πｒ0
2）

　　　　　ここに，
　　　　　Nts：ターゲットストレングス

　　　　　Lsc：基準距離における後方散乱音圧レベ

　　　　　　　　ル
　　　　　Li：入射音圧レベル

　　　　　Aob：物体の後方散乱断面積

　　　　　ｒ0：基準距離

　　　　　4πｒ0
2：ターゲットストレングスの基準面積

dB ＴＳ target strength,
object
backscattering
differential

1427 エコーレベル 受波点で観測されるエコーの音圧レベル。
備考　反響レベルということもある。

dB EL echo level

1428 残響レベル 受波点で観測される残響の音圧レベル。
備考　指向性受波器で測定する場合には，その条
　　　　件を明記する必要がある。

dB 　 reverberation
level

1429 相対残響レベ
ル

音源の主軸上の1点における残響レベルから直接
波の音圧レベルを引いた値。

dB 　 relative
reverberation
level

1430 ドップラーシフト ドップラー効果による，周波数の変化量。 Hz 　 Doppler shift

1431 屈折率 入射側の媒質中の位相速度を透過側の媒質中の
位相速度で割った値。

　 n index of
refraction

1432 音圧反射率 平面波が入射したときの入射音の音圧振幅に対す
る反射音の音圧振幅の比。
備考　周波数及び入射角に依存する。

sound pressure
reflection
coefficient

1433 遮断周波数 伝搬において，通過帯域と減衰帯域の境界の周波
数。

Hz 　 cut-off frequency

1434 クロスオーバー
レンジ

発散損失と吸収損失とが等しくなる距離。 m
km

　 cross-over range
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用　語 定　　　　義 単位

記号
量

記号 対応英語 慣用語
用語
番号

(4) 雑音
参　　　　　考

用　語 定　　　　義 単位
記号

量
記号 対応英語 慣用語

1500 雑音 (1) 不規則な又は統計的にランダムな振動又は
     音。
(2) 不快な又は望ましくない音，若しくはその他
     の妨害となるもの。

　 noise

1501 騒音 不快な又は望ましくない音。
備考　空中音を指す場合が多い。

　 　 noise

1502 ランダム雑音
不規則雑音

時間的にランダムに生じる多数のじょう乱要素の集
まりによる振動又は音。

　 　 random noise

1503 白色雑音 パワースペクトル密度が実質的に周波数に依存し
ない雑音。

　 　 white noise

1504 ガウス雑音 瞬時値の生起確率がガウス分布をしているランダム
雑音。

　 　 Gaussian noise

1505 等方性雑音 パワースペクトル密度が到来方向に依存しない雑
音。
備考　到来方向に依存する雑音を，非等方性雑

音という

　 　 isotropic noise

1506 乱流境界層 層内の流れが時間的，空間的に不規則に変動して
いる境界層。
備考 1. 物体が流体中を進むとき，粘性のため物
　　　　　体に引きずられる薄い流体の層を境界
　　　　　層という。
　　　 2. 乱流境界層内の渦による圧力変動がフ
　　　　　ローノイズの原因となる。

turbulent
boundary layer

 

1507 ウォータハンマ 管路内を流れている液体が弁の閉鎖などによって
急にせき止められるときに局所的に生じる急激な圧
力上昇が，圧力波となって管路内を往復し，振動
や騒音を発生する現象。

water hammer

1508 空洞共鳴 空洞部開口に周期的に発生する渦の励振力に
よって，空洞部構造の振動系又は空洞内の流体が
共振を起こす現象。

flow-induced
cavity resonance,
cavity resonance

 

1509 ブレードレート
翼通過周波数

プロペラ翼数に回転数を乗じた数の周波数。
備考 1. プロペラ雑音の低周波域におけるスパイク
　　　　　状雑音成分の基本周波数。
　　　 2. 周波数がプロペラ回転数のものはシャフト
　　　　　レートという。

Hz blade rate,
blade passing
frequency

　

1510 キャビテーショ
ン雑音相似則

模型プロペラと実機プロペラとのキャビテーション雑
音の音響スペクトルの相関を示す法則。

cavitation noise
scaling

1551 周囲雑音 定められた場所で，それを取囲む音。
備考　通常，その場所にかかわりない多くの音源
　　　　による音が混ざり合ったものである。

　 　 ambient noise

1552 海中雑音 熱じょう乱，風，波浪，海潮流，雨などのような自然
界の音源によって海中に放射された音。

　 　 sea noise

1553 波浪雑音 波浪によって発生する雑音。 　 　 wave generated
noise

1554 海氷雑音 海氷の生成，消滅，亀裂（きれつ），衝突，運動など
によって発生する雑音。

　 　 sea-ice-activity
noise

用語
番号
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記号
量

記号 対応英語 慣用語
用語
番号

1555 地かく（殻）雑音 地震活動，火山の噴火など，地殻の運動に起因す
る海中雑音。

　 　 terrestrial noise

1556 降水雑音 雨，あられ，ひょうなどが海面に降ることによって発
生する海中雑音。

　 　 precipitation
noise

1557 生物雑音 海中生物の鳴き声又は運動によって発生する雑
音。

　 　 biological noise

1558 人為雑音 人為的に発生される雑音。 　 　 man-made noise,
artificial noise

1559 船舶航行雑音
トラフィック雑音

不特定多数の船舶の航行によって発生する雑音。 　 　 traffic noise

1560 機械雑音 艦船などに搭載されている機械類の運転に起因し
て発生する雑音。

machinery noise

1561 流体力学的雑
音
流体雑音

流体力学的原因によって発生する雑音。
備考　流力雑音又は水力雑音ということもある。

hydrodynamic
noise

 

1562 気泡雑音 水中における気泡の生成，振動及び崩壊によって
生じる雑音。

bubble noise

1563 キャビテーショ
ン雑音

キャビテーションで生成した気泡の振動や崩壊に
よって発生する雑音。

cavitation noise

1564 フローノイズ 乱流境界層，剥離流れ，伴流などの中の乱流に起
因する雑音。
備考　乱流雑音と乱流励振雑音とからなるが，狭
　　　　義には乱流雑音のみをフローノイズという
　　　　こともある。

flow noise

1565 乱流雑音 フローノイズのうち，乱流中の圧力変動が直接的原
因となって発生する雑音。

turbulence noise

1566 乱流励振雑音 フローノイズのうち，乱流中の圧力変動が構造体を
振動させることによって発生する雑音。

flow induced
noise,
flow induced
structural noise

1567 流体擬似雑音 乱流境界層などの流れの中の圧力変動が，受波器
に直接作用して感知される雑音。
備考　流れのある海中で雑音を測定するときに観
　　　　測されるフローノイズの一部である。

pseudo-sound

1568 水流励振雑音 水流により構造体又はその一部が励振されることに
よって発生する雑音。

flow induced
vibration noise

1569 砕波雑音 波が崩れることによって発生する雑音。
備考　通常，船首・尾や海岸などで発生する波に
　　　　ついていう。

wave-breaking
noise

1570 スプラッシュ雑
音

艦船の航走などで生じる飛まつ（沫）によって発生
する雑音。

splash noise

1571 推進器雑音 推進器から発生する雑音。
備考 1. 推進器の種類にはプロペラ，ウォータ
　　　　　ジェットなどがある。
　　　 2. 推進器雑音の原因は，キャビテーション，
　　　　　変動揚力による翼振動，後縁渦の励振力
　　　　　による翼の局部振動などである。

propulsor noise

1572 プロペラ雑音 艦船のプロペラによる推進器雑音。 propeller noise
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用　語 定　　　　義 単位

記号
量

記号 対応英語 慣用語
用語
番号

1573 プロペラ鳴音 プロペラ雑音のうち,プロペラ翼が渦の励振力で局
部振動することによって発生する雑音。
備考　プロペラの後縁から流出するカルマン渦に
　　　　よる励振力の周波数が，プロペラ翼の後縁
　　　　近傍の局所的な固有振動数に同調したと
　　　　きに発生する。

propeller singing

1591 固体伝搬音 音源から受波点に至る主たる伝搬経路が船体構造
物などの固体中にある音。
備考　伝搬経路を区別するときに用いられる。

　 　 solid-borne
sound,
structure-borne
sound

1592 水中伝搬音 音源から受波点に至る主たる伝搬経路が水中にあ
る音。
備考　伝搬経路を区別するときに用いられる。

　 　 water-borne
sound

1593 空気伝搬音 音源から受波点に至る主たる伝搬経路が空気中に
ある音。
備考　伝搬経路を区別するときに用いられる。

　 　 air-borne sound

1600 背景雑音 信号の生成，伝送，検出，測定又は記録に用いる
系の中にあるすべての雑音源からの妨害。

　 　 background noise

1601 ソーナー背景雑
音

必要な信号の受信を妨害し，記録器，表示器又は
受聴する人の耳のような最終受信要素に現れるす
べての雑音。

　 　 sonar background
noise

ソー
ナー出
力雑音

1602 ソーナー自己雑
音

ソーナー背景雑音のうち，ソーナー又は機械類，
及びソーナーを搭載した船又はプラットホームの運
行によって発生するもの。
備考　通常，変換器の最大感度方向から入る等価
　　　　平面波で表される。

　 　 sonar self-noise

1603 プラットフォーム
雑音

ソーナー自己雑音のうち，ソーナーを搭載した艦船
などのプラットフォームが水中に放射する雑音。
備考  プラットフォームが艦船の場合は自艦雑音，
　　　　航空機の場合は自機雑音という。

platform noise

1604 機器雑音 ソーナー自己雑音のうち，ソーナー機器内から発
生する雑音。

　 　 equipment noise

1605 熱雑音 (1) 抵抗体内部で熱運動をしている伝導電子のた
     め，抵抗体の両端に不規則に生じる電位差。
(2) 熱エネルギーによる海水の不規則な分子運動
     が原因で発生する雑音。

　 　 thermal noise

1606 目標雑音 ソーナーの目標が発生する雑音。 　 　 target noise

1607 ドーム内雑音 ソーナードーム内で観察される雑音。 　 　

1608 ソーナー航走雑
音

艦船の航走状態におけるソーナー背景雑音。
備考 1. ソーナー航走雑音のレベルをソーナー航
　　　　　走雑音レベルという。
　　　 2. 通常，ソーナー航走雑音レベルは，速力
　　　　　ごとの指定された方向の等価雑音レベ
　　　　　ル，又は各方向の等価雑音レベルの平
　　　　　均値で表され，ソーナードーム内の雑音
　　　　　レベルの代替量として用いられる。
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記号
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記号 対応英語 慣用語
用語
番号

1650 放射雑音 船舶，潜水艦又は固定設備などによって水中に放
射される雑音。

　 　 radiated noise

1651 航走雑音 特定の艦船などが航行中に水中に放射する雑音。

1652 停泊雑音 特定の艦船などが停泊中に水中に放射する雑音。
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用　　　　　　　　　　　　　　　語 番　　号 対　　　応　　　英　　　語

〔あ〕

RSR音線 1363 refracted-surface-reflected ray

RBR音線 1362 refracted-bottom-reflected ray

圧縮波 1021 compressional wave

〔い〕

位相 1102 phase

位相定数 1413 acoustic phase coefficient

位相速度 1115 phase velocity

〔う〕

ウォータハンマ 1507 water hammer

〔え〕

エコー 1036 echo

エコーレベル 1427 echo level

ＳＣ深度 1375 sound channel depth

遠距離音場 1044 far sound field

円筒拡散（慣） 1323

円筒波 1017 cylindrical wave

円筒発散 1323 cylindrical spreading

〔お〕

オクターブ 1149 octave

音 1033 sound

音のスペクトル（慣） 1132

音の速度 1119 sound wave velocity, sound velocity

音の強さ 1126 sound intensity

音の強さのレベル 1130 sound intensity level

音の速さ 1118 speed of sound, sound speed

音圧 1122 sound pressure

音圧反射率 1432 sound pressure reflection coefficient

音圧レベル 1128 sound pressure level

音響（同） 1033

音響インピーダンス 1139 acoustic impedance

音響インテンシティ（同） 1126 sound intensity

音響インテンシティレベル（同） 1130 sound intensity level

音響エネルギー束 1124 sound energy flux

音響エネルギー束密度 1126 sound energy flux density

音響出力 1125 sound power of a source

音響振動 1033 acoustic oscillation，acoustic vibration

音響スペクトル 1132 sound spectrum

音響抵抗 1140 acoustic resistance

音響バッフル（同） 1254 acoustic baffle

用　語　索　引　（五十音順）

備考　用語索引中の用語の後ろに（同），（慣）とあるのはそれぞれ同義語及び慣用語を表す。
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用　　　　　　　　　　　　　　　語 番　　号 対　　　応　　　英　　　語

音響パワー密度 1126 sound power density

音響放射効率 1252 acoustic radiation efficiency

音響リアクタンス 1141 acoustic reactance

音源 1201 sound source

音源の音響パワー（同） 1125 sound power of a source

音源レベル 1131 source level

音場 1041 sound field

音線 1361 sound ray

音線理論 1302 ray theory

音速 1118 speed of sound, sound speed

音速傾度（同） 1407 sound speed gradient

音速こう（勾）配 1407 sound speed gradient

音速度（同） 1119 sound wave velocity, sound velocity

音速分布 1381 sound speed distribution

音道（慣） 1361

音波 1038 sound wave

〔か〕

回折 1336 diffraction

海中雑音 1552 sea noise

海底残響 1353 sea-bottom reverberation

海底散乱 1349 sea-bottom scattering

海底反射 1328 sea-bottom reflection

海氷雑音 1554 sea-ice-activity noise

海面残響 1352 sea-surface reverberation

海面散乱 1348 sea-surface scattering

海面反射 1327 sea-surface reflection

海面又は海底の後方散乱断面積 1410 backscattering cross-section of a surface or a bottom

海面又は海底の後方散乱ディファレンシャル 1425 surface or bottom backscattering differential

海面又は海底の散乱強度 1425 surface or bottom scattering strength

海面又は海底の散乱係数 1418 surface or bottom scattering coefficient

海面又は海底の散乱断面積 1409 scattering cross-section of a surface or a bottom

ガウス雑音 1504 Gaussian noise

拡散（慣） 1321

拡散損失（慣） 1421

角周波数 1107 angular frequency

角振動数 1107 angular frequency

可聴音 1035 audible sound

過渡音 1037 transient sound

干渉 1337 interference

〔き〕

機械雑音 1560 machinery noise

機器雑音 1604 equipment noise

基準音圧 1123 reference sound pressure
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用　　　　　　　　　　　　　　　語 番　　号 対　　　応　　　英　　　語

気泡雑音 1562 bubble noise

基本周波数 1111 fundamental frequency

基本振動 1007 fundamental oscillation, fundamental vibration

基本振動数 1111 fundamental frequency

基本波 1027 fundamental wave

キャビテーション 1264 cavitation

キャビテーションいき（閾）値 1265 cavitation threshold

キャビテーション雑音 1563 cavitation noise

キャビテーション雑音相似則 1510 cavitation noise scaling

吸収 1340 absorption, sound absorption

吸収係数 1416 absorption coefficient

吸収定数（慣） 1416

吸収損失 1420 absorption loss

吸収断面（慣） 1408

吸収断面積 1408 absorption cross-section

球面拡散（慣） 1322

球面波 1018 spherical wave

球面発散 1322 spherical spreading

共振 1009 resonance

共振周波数 1109 resonance frequency

強制振動 1002 forced oscillation, forced vibration

鏡面反射 1325 specular reflection

近距離音場 1043 near sound field

〔く〕

空間周波数 1112 spatial frequency

空気伝搬音 1593 air-borne sound

空洞共鳴 1508 flow-induced cavity resonance, cavity resonance

空洞現象（同） 1264 cavitation

屈折 1329 refraction

屈折角 1403 refraction angle

屈折率 1431 index of refraction

グレージング角 1405 grazing angle

クロスオーバーレンジ 1434 cross-over range

群速度 1117 group velocity

〔け〕

限界音線 1364 limiting ray

限界深度 1374 limiting depth

減衰定数 1412 attenuation coefficient

〔こ〕

降水雑音 1556 precipitation noise

航走雑音 1651

高調波 1030 high harmonic

剛バッフル（同） 1255 hard baffle
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用　　　　　　　　　　　　　　　語 番　　号 対　　　応　　　英　　　語

後方散乱 1345 backscattering

後方散乱断面積 1410 backscattering cross-section

後方散乱ディファレンシャル 1425 backscattering differential

コースティクス 1333 caustics

固体伝搬音 1591 solid-borne sound, structure-borne sound

コヒーレンス 1338 coherence

固有音響インピーダンス（同） 1142 specific acoustic impedance

固有音響抵抗（同） 1143 specific acoustic resistance

固有周波数 1108 frequency of vibration of the normal mode

固有振動 1006 vibration in a normal mode, oscillation in a normal mode

固有振動数 1108 frequency of vibration of the normal mode

固有振動モード 1005 normal mode of oscillation, normal mode of vibration

混合層 1383 mixed layer

コンプライアンス 1146 compliance

〔さ〕

サーフェスダクト 1368 surface duct

砕波雑音 1569 wave-breaking noise

サウンドチャネル 1367 sound channel

サウンドチャネル深度 1375 sound channel depth

雑音 1500 noise

サブハーモニック 1031 subharmonic

残響 1350 reverberation

残響レベル 1428 reverberation level

散乱 1342 scattering

散乱角 1404 scattering angle

散乱強度 1425 scattering strength

散乱係数 1418 scattering coefficient

散乱断面（慣） 1409

散乱断面積 1409 scattering cross-section

〔し〕

シーステート 1390 sea state, state of the sea

CZ 1332 convergence zone

潮目 1392 current rip, siome

自己放射インピーダンス 1262 self-radiation impedance

遮断周波数 1433 cut-off frequency

シャドーゾーン 1370 shadow zone

周囲雑音 1551 ambient noise

自由音場 1042 free sound field

周期 1101 period

自由進行波 1014 free progressive wave

自由振動 1003 free oscillation, free vibration

収束 1331 convergence

収束帯 1332 convergence zone
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用　　　　　　　　　　　　　　　語 番　　号 対　　　応　　　英　　　語

収束利得 1424 convergence gain

周波数 1106 frequency

瞬時音圧 1121 instantaneous sound pressure

衝撃波 1032 impulse wave, shock wave

消散 1341 dissipation

消散係数 1417 dissipation factor

人為雑音 1558 man-made noise, artificial noise

深海 1386 deep water

深海散乱層 1385 deep scattering layer

振動 1001 oscillation, vibration

振動数 1106 frequency

振動の規準形（慣） 1005

振動の正規モード（同） 1005 normal mode of oscillation, normal mode of vibration

振動モード 1004 mode of oscillation, mode of vibration

振幅 1103 amplitude

〔す〕

水温躍層 1384 thermocline

水塊 1393 water mass

推進器雑音 1571 propulsor noise

水中音 1034 underwater sound

水中音響（同） 1034

水中超音波 1040 underwater ultrasonic wave

水中伝搬音 1592 water-borne sound

水力雑音（同） 1561 hydrodynamic noise

水流励振雑音 1568 flow induced vibration noise

スチフネス 1145 stiffness

スネルの法則 1330 Snell's law

スプラッシュ雑音 1570 splash noise

スプリアス振動 1047 spurious oscillation, spurious vibration

スペクトル（同） 1135 spectrum

スペクトル密度 1135 spectral density, spectrum density

スペクトル密度レベル 1137 spectrum density level

スペクトルレベル 1137 spectrum level

すべり波 1022 rotational wave，shear wave

〔せ〕

制動 1046 damping

生物雑音 1557 biological noise

浅海 1387 shallow water

線スペクトル 1133 line spectrum

全透過 1335 intromission

船舶航行雑音 1559 traffic noise

全反射 1326 total reflection

前方散乱 1344 forward scattering
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用　　　　　　　　　　　　　　　語 番　　号 対　　　応　　　英　　　語

〔そ〕

騒音 1501 noise

相互放射インピーダンス 1263 mutual radiation impedance

層深 1406 layer depth

相対残響レベル 1429 relative reverberation level

ソーナー航走雑音 1608

ソーナー自己雑音 1602 sonar self-noise

ソーナー出力雑音（慣） 1601

ソーナー背景雑音 1601 sonar background noise

SOFARチャネル 1369 SOund Fixing And Ranging channel

速度ポテンシャル 1120 velocity potential

ソフトバッフル 1256 soft baffle

疎密波（慣） 1021

〔た〕

ターゲットストレングス 1426 target strength

帯域音圧レベル 1129 band sound pressure level，band pressure level

体積後方散乱ディファレンシャル 1425 volume backscattering differential

体積残響 1351 volume reverberation

体積散乱 1347 volume scattering

体積散乱係数 1418 volume scattering coefficient

たい（堆）積層 1389 sediment layer

体積速度 1114 volume velocity

ダイポール音源 1204 dipole sound source, dipole

ダイレクトパス 1365 direct path

多経路伝搬 1366 multipath propagation

縦波 1019 longitudinal wave

単一音源 1203 simple sound source

単位面積インピーダンス（慣） 1142

ダンピング 1046 damping

〔ち〕

地かく（殻）雑音 1555 terrestrial noise

超音波 1039 ultrasonic wave

調波 1029 harmonic

〔て〕

ＤＳＬ 1385 deep scattering layer

ＤＰ 1365 direct path

ディープサウンドチャネル（同） 1369 deep sound channel

定在波 1024 standing wave

底質 1388 bottom materials

停泊雑音 1652

デシベル 1147 decibel

点音源 1202 point sound source

伝搬 1300 propagation, transmission
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用　　　　　　　　　　　　　　　語 番　　号 対　　　応　　　英　　　語

伝搬アノマリー 1371 propagation anomaly

伝搬定数 1411 linear exponent of sound propagation, sound propagation coefficient

伝搬速度 1116 propagation velocity

伝搬損失 1419 propagation loss, transmission loss

〔と〕

等温層 1382 isothermal layer

透過 1334 transmission

透過損失 1423 transmission loss

等方性雑音 1505 isotropic noise

ドーム内雑音 1607

特性インピーダンス 1138 characteristic impedance of a medium

ドップラー効果 1311 Doppler effect

ドップラーシフト 1430 Doppler shift

トラフィック雑音 1559 traffic noise

トランジェント音（同） 1037 transient sound

〔な〕

内波（同） 1391 internal wave

内部波 1391 internal wave

波 1011 wave

軟バッフル（同） 1256 soft baffle

〔に〕

入射角 1401 incident angle

入射余角（慣） 1405

〔ね〕

熱雑音 1605 thermal noise

〔の〕

ノーマルモード法 1303 normal mode method

〔は〕

ハードバッフル 1255 hard baffle

ハーモニック 1029 harmonic

背景雑音 1600 background noise

媒質 1013 medium

倍振動 1008 harmonic oscillation，harmonic vibration

ハウリング 1049 howling

白色雑音 1503 white noise

波数（同） 1414 wave number

波数積分法 1305 wave number integration method

パスカル 1148 pascal

波長 1104 wavelength

波長定数 1414 wavelength constant

発散 1321 divergence, spreading

発散損失 1421 divergence loss, spreading loss

バッフル 1254 baffle
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用　　　　　　　　　　　　　　　語 番　　号 対　　　応　　　英　　　語

バッフル効果 1253 baffle effect

波動（同） 1011 wave

波動方程式 1012 wave equation

波動理論 1301 wave theory

波面 1015 surface wavefront

腹 1026 antinode，loop

波浪雑音 1553 wave generated noise

パワースペクトル（同） 1136 power spectrum

パワースペクトル密度 1136 power spectral density，power spectrum density

反響 1036 echo

反響音（同） 1036 echo

反共振 1010 anti-resonance

反共振周波数 1110 anti-resonance frequency

反響レベル（同） 1427 echo level

反射 1324 reflection

反射角 1402 reflection angle

反射損失 1422 reflection loss

バンドレベル 1129 band sound pressure level，band pressure level

〔ひ〕

ＰＥ法 1304 parabolic equation method

比音響インピーダンス 1142 specific acoustic impedance

比音響抵抗 1143 specific acoustic resistance

比音響リアクタンス 1144 specific acoustic reactance

ピストン振動 1048 piston vibration

表面散乱 1346 surface scattering

表面層（同） 1383 surface layer

〔ふ〕

不規則雑音 1502 random noise

複合波 1028 complex wave

節 1025 node

物体の後方散乱ディファレンシャル 1426 object backscattering differential

物体又は体積の後方散乱断面積 1410 backscattering cross-section of an object or a volume

物体又は体積の散乱断面積 1409 scattering cross-section of an object or a volume

プラットフォーム雑音 1603 platform noise

ブレードレート 1509 blade rate

フローノイズ 1564 flow noise

プロペラ雑音 1572 propeller noise

プロペラ鳴音 1573 propeller singing

分散 1339 dispersion

〔へ〕

平面波 1016 plane wave

〔ほ〕

放射 1250 radiation
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用　　　　　　　　　　　　　　　語 番　　号 対　　　応　　　英　　　語

放射インピーダンス 1258 radiation impedance

放射インピーダンス密度 1261 specific radiation impedance

放射係数（同） 1252

放射効率 1252 acoustic radiation efficiency

放射雑音 1650 radiated noise

放射抵抗 1259 radiation resistance

放射面積 1251 radiation area

放射リアクタンス 1260 radiation reactance

放物型方程式法 1304 parabolic equation method

〔ま〕

マルチパス伝搬 1366 multipath propagation

〔む〕

無限大バッフル 1257 infinite baffle

〔も〕

目標雑音 1606 target noise

もどり散乱（同） 1345 backscattering

もどり散乱強度（慣） 1425

体積散乱強度 1425 volume scattering strength

もどり散乱断面（慣） 1410

モノポール音源（同） 1203 monopole

漏れ係数 1415 leakage coefficient

漏れ定数（慣） 1415

〔ゆ〕

ゆらぎ 1045 fluctuation

〔よ〕

翼通過周波数 1509 blade passing frequency

横波 1020 transverse wave

余剰音速 1373 sound speed excess

余剰深度 1372 depth excess

〔ら〕

ランダム雑音 1502 random noise

ランベルトの法則 1343 Lambert's law

乱流境界層 1506 turbulent boundary layer

乱流雑音 1565 turbulence noise

乱流励振雑音 1566 flow induced noise, flow induced structural noise

〔り〕

粒子速度 1113 particle velocity

粒子変位 1105 particle displacement

流体擬似雑音 1567 pseudo-sound

流体雑音 1561 hydrodynamic noise

流体力学的雑音 1561 hydrodynamic noise

流力雑音（同） 1561 hydrodynamic noise

〔れ〕
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用　　　　　　　　　　　　　　　語 番　　号 対　　　応　　　英　　　語

レイリー波 1023 Rayleigh wave

レベル 1127 level

連続スペクトル 1134 continuous spectrum

〔ろ〕

ロイドミラー効果 1312 Lloyd mirror effect
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英　　　　　　語 番　　号 用　　     語

〔Ａ〕

absorption 1340 吸収

absorption coefficient 1416 吸収係数

absorption cross-section 1408 吸収断面積

absorption loss 1420 吸収損失

acoustic baffle 1254 音響バッフル

acoustic impedance 1139 音響インピーダンス

acoustic oscillation 1033 音響振動

acoustic phase coefficient 1413 位相定数

acoustic radiation efficiency 1252 音響放射効率，放射効率

acoustic reactance 1141 音響リアクタンス

acoustic resistance 1140 音響抵抗

acoustic vibration 1033 音響振動

air-borne sound 1593 空気伝搬音

ambient noise 1551 周囲雑音

amplitude 1103 振幅

angular frequency 1107 角周波数，角振動数

antinode 1026 腹

anti-resonance 1010 反共振

anti-resonance frequency 1110 反共振周波数

artificial noise 1558 人為雑音

attenuation coefficient 1412 減衰定数

audible sound 1035 可聴音

〔Ｂ〕

background noise 1600 背景雑音

backscattering 1345 後方散乱，もどり散乱

backscattering cross-section 1410 後方散乱断面積

backscattering cross-section of a surface or a bottom 1410 海面又は海底の後方散乱断面積

backscattering cross-section of an object or a volume 1410 物体又は体積の後方散乱断面積

backscattering differential 1425 後方散乱ディファレンシャル

baffle 1254 バッフル

baffle 1254 バッフル

baffle effect 1253 バッフル効果

band pressure level 1129 帯域音圧レベル，バンドレベル

band sound pressure level 1129 帯域音圧レベル，バンドレベル

biological noise 1557 生物雑音

blade passing frequency 1509 翼通過周波数

blade rate 1509 ブレードレート

bottom materials 1388 底質

bubble noise 1562 気泡雑音

〔Ｃ〕

caustics 1333 コースティクス

英　語　索　引　（アルファベット順）
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英　　　　　　語 番　　号 用　　     語

cavitation 1264 キャビテーション，空洞現象

cavitation noise 1563 キャビテーション雑音

cavitation noise scaling 1510 キャビテーション雑音相似則

cavitation threshold 1265 キャビテーションいき（閾）値

cavity resonance 1508 空洞共鳴

characteristic impedance of a medium 1138 特性インピーダンス

coherence 1338 コヒーレンス

complex wave 1028 複合波

compliance 1146 コンプライアンス

compressional wave 1021 圧縮波

continuous spectrum 1134 連続スペクトル

convergence 1331 収束

convergence gain 1424 収束利得

convergence zone 1332 収束帯，CZ

cross-over range 1434 クロスオーバーレンジ

current rip 1392 潮目

cut-off frequency 1433 遮断周波数

cylindrical spreading 1323 円筒発散

cylindrical wave 1017 円筒波

〔Ｄ〕

damping 1046 ダンピング，制動

decibel 1147 デシベル

deep scattering layer 1385 深海散乱層，ＤＳＬ

deep sound channel 1369 ディープサウンドチャネル

deep water 1386 深海

depth excess 1372 余剰深度

diffraction 1336 回折

dipole 1204 ダイポール音源

dipole sound source 1204 ダイポール音源

direct path 1365 ダイレクトパス，ＤＰ

dispersion 1339 分散

dissipation 1341 消散

dissipation factor 1417 消散係数

divergence 1321 発散

divergence loss 1421 発散損失

Doppler effect 1311 ドップラー効果

Doppler shift 1430 ドップラーシフト

〔Ｅ〕

echo 1036 エコー，反響，反響音

echo level 1427 エコーレベル，反響レベル

equipment noise 1604 機器雑音

〔Ｆ〕

far sound field 1044 遠距離音場

flow induced noise 1566 乱流励振雑音
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英　　　　　　語 番　　号 用　　     語

flow induced structural noise 1566 乱流励振雑音

flow induced vibration noise 1568 水流励振雑音

flow noise 1564 フローノイズ

flow-induced cavity resonance 1508 空洞共鳴

fluctuation 1045 ゆらぎ

forced oscillation 1002 強制振動

forced vibration 1002 強制振動

forward scattering 1344 前方散乱

free oscillation 1003 自由振動

free progressive wave 1014 自由進行波

free sound field 1042 自由音場

free vibration 1003 自由振動

frequency 1106 周波数，振動数

frequency of vibration of the normal mode 1108 固有周波数，固有振動数

fundamental frequency 1111 基本周波数，基本振動数

fundamental oscillation 1007 基本振動

fundamental vibration 1007 基本振動

fundamental wave 1027 基本波

〔Ｇ〕

Gaussian noise 1504 ガウス雑音

grazing angle 1405 グレージング角

group velocity 1117 群速度

〔Ｈ〕

hard baffle 1255 ハードバッフル，剛バッフル

harmonic 1029 調波，ハーモニック

harmonic oscillation 1008 倍振動

harmonic vibration 1008 倍振動

high harmonic 1030 高調波

howling 1049 ハウリング

hydrodynamic noise 1561 流体力学的雑音，流体雑音，流力雑音，水力雑音

〔Ｉ〕

impulse wave 1032 衝撃波

incident angle 1401 入射角

index of refraction 1431 屈折率

infinite baffle 1257 無限大バッフル

instantaneous sound pressure 1121 瞬時音圧

interference 1337 干渉

internal wave 1391 内部波，内波

intromission 1335 全透過

isothermal layer 1382 等温層

isotropic noise 1505 等方性雑音

〔Ｌ〕
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英　　　　　　語 番　　号 用　　     語

Lambert's law 1343 ランベルトの法則

layer depth 1406 層深

leakage coefficient 1415 漏れ係数

level 1127 レベル

limiting depth 1374 限界深度

limiting ray 1364 限界音線

line spectrum 1133 線スペクトル

linear exponent of sound propagation 1411 伝搬定数

Lloyd mirror effect 1312 ロイドミラー効果

longitudinal wave 1019 縦波

loop 1026 腹

〔Ｍ〕

machinery noise 1560 機械雑音

man-made noise 1558 人為雑音

medium 1013 媒質

mixed layer 1383 混合層

mode of oscillation 1004 振動モード

mode of vibration 1004 振動モード

monopole 1203 モノポール音源

multipath propagation 1366 マルチパス伝搬，多経路伝搬

mutual radiation impedance 1263 相互放射インピーダンス

〔Ｎ〕

near sound field 1043 近距離音場

node 1025 節

noise 1500 雑音

noise 1501 騒音

normal mode method 1303 ノーマルモード法

normal mode of oscillation 1005 固有振動モード，振動の正規モード

normal mode of vibration 1005 固有振動モード，振動の正規モード

〔Ｏ〕

object backscattering strength 1426 物体の後方散乱ディファレンシャル

octave 1149 オクターブ

oscillation 1001 振動

oscillation in a normal mode 1006 固有振動

〔Ｐ〕

parabolic equation method 1304 放物型方程式法，ＰＥ法

particle displacement 1105 粒子変位

particle velocity 1113 粒子速度

pascal 1148 パスカル

period 1101 周期

phase 1102 位相

phase velocity 1115 位相速度

piston vibration 1048 ピストン振動
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英　　　　　　語 番　　号 用　　     語

plane wave 1016 平面波

platform noise 1603 プラットフォーム雑音

point sound source 1202 点音源

power spectral density 1136 パワースペクトル密度

power spectrum 1136 パワースペクトル

power spectrum density 1136 パワースペクトル密度

precipitation noise 1556 降水雑音

propagation 1300 伝搬

propagation anomaly 1371 伝搬アノマリー

propagation loss 1419 伝搬損失

propagation velocity 1116 伝搬速度

propeller noise 1572 プロペラ雑音

propeller singing 1573 プロペラ鳴音

propulsor noise 1571 推進器雑音

pseudo-sound 1567 流体擬似雑音

〔Ｒ〕

radiated noise 1650 放射雑音

radiation 1250 放射

radiation area 1251 放射面積

radiation impedance 1258 放射インピーダンス

radiation reactance 1260 放射リアクタンス

radiation resistance 1259 放射抵抗

random noise 1502 ランダム雑音，不規則雑音

ray theory 1302 音線理論

Rayleigh wave 1023 レイリー波

reference sound pressure 1123 基準音圧

reflection 1324 反射

reflection angle 1402 反射角

reflection loss 1422 反射損失

refracted-bottom-reflected ray 1362 RBR音線

refracted-surface-reflected ray 1363 RSR音線

refraction 1329 屈折

refraction angle 1403 屈折角

relative reverberation level 1429 相対残響レベル

resonance 1009 共振

resonance frequency 1109 共振周波数

reverberation 1350 残響

reverberation level 1428 残響レベル

rotational wave 1022 すべり波

〔Ｓ〕

scattering 1342 散乱

scattering angle 1404 散乱角

scattering coefficient 1418 散乱係数
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英　　　　　　語 番　　号 用　　     語

scattering cross-section 1409 散乱断面積

scattering cross-section of a surface or bottom 1409 海面又は海底の散乱断面積

scattering cross-section of an object or a volume 1409 物体又は体積の散乱断面積

scattering strength 1425 散乱強度

sea noise 1552 海中雑音

sea state 1390 シーステート

sea-bottom reflection 1328 海底反射

sea-bottom reverberation 1353 海底残響

sea-bottom scattering 1349 海底散乱

sea-ice-activity noise 1554 海氷雑音

sea-surface reflection 1327 海面反射

sea-surface reverberation 1352 海面残響

sea-surface scattering 1348 海面散乱

sediment layer 1389 たい（堆）積層

self-radiation impedance 1262 自己放射インピーダンス

shadow zone 1370 シャドーゾーン

shallow water 1387 浅海

shear wave 1022 すべり波

shock wave 1032 衝撃波

simple sound source 1203 単一音源

siome 1392 潮目

Snell's law 1330 スネルの法則

soft baffle 1256 ソフトバッフル，軟バッフル

solid-borne sound 1591 固体伝搬音

sonar background noise 1601 ソーナー背景雑音

sonar self-noise 1602 ソーナー自己雑音

sound 1033 音

sound absorption 1340 吸収

sound channel 1367 サウンドチャネル

sound channel depth 1375 サウンドチャネル深度，ＳＣ深度

sound energy flux 1124 音響エネルギー束

sound energy flux density 1126 音響エネルギー束密度

sound field 1041 音場

sound fixing and ranging channel 1369 SOFARチャネル

sound intensity 1126 音の強さ，音響インテンシティ

sound intensity level 1130 音の強さのレベル，音響インテンシティレベル

sound power density 1126 音響パワー密度

sound power of a source 1125 音響出力，音源の音響パワー

sound pressure 1122 音圧

sound pressure level 1128 音圧レベル

sound pressure reflection coefficient 1432 音圧反射率

sound propagation coefficient 1411 伝搬定数

sound ray 1361 音線
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sound source 1201 音源

sound spectrum 1132 音響スペクトル

sound speed 1118 音の速さ，音速

sound speed distribution 1381 音速分布

sound speed excess 1373 余剰音速

sound speed gradient 1407 音速こう（勾）配，音速傾度

sound velocity 1119 音の速度，音速度

sound wave 1038 音波

sound wave velocity 1119 音の速度，音速度

source level 1131 音源レベル

spatial frequency 1112 空間周波数

specific acoustic impedance 1142 比音響インピーダンス，固有音響インピーダンス

specific acoustic reactance 1144 比音響リアクタンス

specific acoustic resistance 1143 比音響抵抗，固有音響抵抗

specific radiation impedance 1261 放射インピーダンス密度

spectral density 1135 スペクトル密度

spectrum 1135 スペクトル

spectrum density 1135 スペクトル密度

spectrum density level 1137 スペクトル密度レベル

spectrum level 1137 スペクトルレベル

specular reflection 1325 鏡面反射

speed of sound 1118 音の速さ，音速

spherical spreading 1322 球面発散

spherical wave 1018 球面波

splash noise 1570 スプラッシュ雑音

spreading 1321 発散

spreading loss 1421 発散損失

spurious oscillation 1047 スプリアス振動

spurious vibration 1047 スプリアス振動

standing wave 1024 定在波

state of the sea 1390 シーステート

stiffness 1145 スチフネス

structure-borne sound 1591 固体伝搬音

subharmonic 1031 サブハーモニック

surface duct 1368 サーフェスダクト

surface layer 1383 表面層

surface or a bottom scattering coefficient 1418 海面又は海底の散乱係数

surface or bottom backscattering differential 1425 海面又は海底の後方散乱ディファレンシャル

surface or bottom scattering strength 1425 海面又は海底の散乱強度

surface or bottom scattering strength 1425 海面又は海底の散乱強度

surface scattering 1346 表面散乱

surface wave front 1015 波面

〔Ｔ〕
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target noise 1606 目標雑音

target strength 1426 ターゲットストレングス

terrestrial noise 1555 地かく（殻）雑音

thermal noise 1605 熱雑音

thermocline 1384 水温躍層

total reflection 1326 全反射

traffic noise 1559 船舶航行雑音，トラフィック雑音

transient sound 1037 過渡音，トランジェント音

transmission 1300 伝搬

transmission 1334 透過

transmission loss 1419 伝搬損失

transmission loss 1423 透過損失

transverse wave 1020 横波

turbulence noise 1565 乱流雑音

turbulent boundary layer 1506 乱流境界層

〔Ｕ〕

ultrasonic wave 1039 超音波

underwater sound 1034 水中音，水中音響

underwater ultrasonic wave 1040 水中超音波

〔Ｖ〕

velocity potential 1120 速度ポテンシャル

vibration 1001 振動

vibration in a normal mode 1006 固有振動

volume backscattering differential 1425 体積後方散乱ディファレンシャル

volume reverberation 1351 体積残響

volume scattering 1347 体積散乱

volume scattering coefficient 1418 体積散乱係数

volume scattering strength 1425 体積散乱強度

volume velocity 1114 体積速度

〔Ｗ〕

water hammer 1507 ウォータハンマ

water mass 1393 水塊

water-borne sound 1592 水中伝搬音

wave 1011 波，波動

wave equation 1012 波動方程式

wave generated noise 1553 波浪雑音

wave number 1414 波数

wave number intgration method 1305 波数積分法

wave theory 1301 波動理論

wave-breaking noise 1569 砕波雑音

wavelength 1104 波長

wavelength constant 1414 波長定数

white noise 1503 白色雑音
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              水 中 音 響 用 語 － 現 象   解 説 
 

 この解説は，本体に規定した事項，並びにこれらに関連した事項を説明するもので，規格の一部ではな

い。 

 

１．改正の経緯  ＮＤＳ Ｙ００１１水中音響用語（現象）（以下，旧規格という。）は，昭和５３年に制定され，

防衛庁における水中音響機器の研究，開発，調達，整備及び教育訓練に使用する用語の基準として大き

な役割を果たしてきた。 しかしながら，制定以来２１年余りが経過し，その間の水中音響技術の進展は著し

く，旧規格では十分対応が出来なくなってきた。 

一方，旧規格に深い関わりを持つ ＪＩＳ Ｚ ８１０６音響用語（一般）及び ＪＩＳ Ｚ ８１０７音響用語（機器）

（以下，ＪＩＳという。）は，それぞれ昭和３６年及び３８年に制定されて以来，数年間隔で改正されて逐次近代

化が図られてきた。 さらに最近の国際化の情勢に応じて，１９９４年に音響用語の国際規格として，発刊さ

れ た ＩＥＣ５０（８０１）－ １９９４：（International Electrotechnical Committee 50  International 

Electrotechnical Vocabulary Chapter 801  Acoustics and Electroacoustics－1994）（以下，ＩＥＣとい

う。） に全面的に移行することとなり，その結果，内容的にも大幅に改変された新たな音響用語規格として

制定されようとしている。 

以上のような諸情勢から，旧規格を水中音響技術の現状に適合させるとともに，新たなＪＩＳにも整合させ

るため改正する。 

改正に当たっては，改正規格原案の調査と作成を社団法人 日本防衛装備工業会に委託した。この委

託を受けて工業会は，水中音響用語（現象及び機器）の改正規格原案作成委員会「（委員長：日本電気

（株） 筒井滋），石川島播磨重工業（株），沖電気工業（株），海洋電子工業（株），川崎重工業（株），三

波工業（株），ＪＲＣ特機（株），日本鋼管（株），（株）日立製作所，日立造船（株），マリンユナイテッド（株），

三井造船（株），三菱重工業（株）及び学識経験者」を組織し，平成９年度は水中音響技術に関係する用

語の使用状況及び規格関連資料について調査を行ない，改正規格の対象用語の選定を行なった。平成

１０年度は前年の調査結果に基づき，各用語の意味の調査と定義付けを行ない，改正規格原案を作成し

た。 

  

２．改正の基本方針  

 今回の改正に当たっての基本方針は，以下のとおりである。 

2.1 ＪＩＳの音響用語規格との整合を図る。 

 ＪＩＳの音響用語規格は，その内容を十分に尊重し，関係する用語は全面的に取り入れてＪＩＳとの整合を

図るとともに，併せてＮＤＳを国際化に対応したものとする。 

 

2.2 水中音響技術の現状に適合させるため，用語の充実と定義の見直しを行う。 

旧規格の水中音響用語規格が制定されて以来，現在の水中音響技術は，従来分野の技術の深まりとと 

                         解  １  
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もに関連分野を含めた学際的色彩も強いものとなってきている。このため，改正に際しては水中音響技

術固有の用語の充実と定義の見直しを図ることは勿論，他分野に関係する用語についても，水中音響技

術の立場を明確にし，かつ当該分野の概念との整合性も考慮して対象概念の拡大と内容の充実を図る。  

 

2.3 旧規格の用語及び概念の継続性に配慮する。 

 ＪＩＳとの整合を図り，また用語の充実と定義の見直しを行うに際して，一方において水中音響分野で特         

別の意味をもって深く定着している用語のあることにも留意し，用語と概念の継続性にも配慮する。特に旧

規格の用語の削除又は定義の変更に際しては，関係業務への影響に配慮して慎重に行う。 

    

2.4 現在の水中音響技術に則した概念体系を構築する。 

旧規格の概念体系を拡充・発展させて，現在の水中音響技術を表象する新しい概念体系を構築する。 

 

３．主要改正事項  

 改正における主要改正事項は，以下のとおりである。 

3.1 用語の見直し 

 (1) ＪＩＳとの整合を図るため，旧規格の用語のうち，一部の用語については，これまでと異なるＪＩＳの新しい

用語に置き換えられることになった。このとき，旧用語は完全に削除することはせず，その用語の使用頻

度，技術用語としての妥当性，それを削除したときの関係業務への影響などのほか，水中音響用語の

規格としての継続性も考慮して，以下のいずれかのカテゴリーに区分して，それぞれ改正版の用語欄，

備考欄又は慣用語欄に継続して規定することとした。 

(a) 併用語：ＪＩＳの用語の同義語として継続使用してよい用語 

(b) 同意語：ＪＩＳの用語の同義語に準じて使用してもよい用語 

(c) 慣用語：今後の使用は望ましくないとする用語  

    なお，対象用語のなかには現在ではほとんど又は全く使用されなくなっている用語もあるが，それらの

用語については，いずれの形にせよ今回改正版には記載しないこととした。 置き換えの対象になった新

旧の用語及び旧用語の処置結果は，別表１のとおりである。 

 

 (2) 旧規格の用語のうちＪＩＳにない用語については，現在の水中音響分野での使用の実状に則して，

個々に見直しの要否を判断した。その結果，異なる用語が既に普及し，定着している場合，内容を検討

のうえ技術用語として妥当性のあるものについては，その用語に置き換えることとした。この場合の旧用

語の処置も，前項の処置基準に準ずるものとした。 置き換えの対象となった新旧の用語及び旧用語の

処置結果は，別表２のとおりである。 

 

3.2 新用語の追加  

水中音響技術の現状から関係者が認識を共通にする必要があると考えられる用語は，全て追加すること 

                              解  ２  
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とした。用語の選定に際しては，特に現在の水中音響技術を概念の体系として十分に網羅したものとなる

ように留意し，さらに概念としての確定性，妥当性及び使用頻度などを考慮して追加用語を選定した。 

 

3.3 用語の削除  

旧規格の用語のうち，一部の用語については現在ではその意味を失い，規格用語として継続して規定す

る必要性の認められないものもあった。それらの用語は，今回の改正で削除したが，理由別に整理すると別

表３のとおりである。 

  

3.4 定義の見直し 

 (1) ＪＩＳの用語のうち，現在の水中音響技術の観点からも問題のないものについては，原則その用語の定

義を採用することとし，一部の水中音響技術の実情に合わないものについては，その立場を明確にして

独自の定義を採用した。 

 (2) ＪＩＳ以外の用語については，現在の水中音響技術の実情に合わせて必要なものについては再定義

を行った。 

    旧規格の定義あるいはＪＩＳの定義と本質的な意味で異なる定義を採用した用語など，用語の解説は

別表４のとおりである。表中の「ＩＥＣ ８０１…」は，国際電気委員会，国際電気技術用語８０１章の音響

及び電気音響用語番号を示す。また旧規格「…」は，ＮＤＳの用語番号を示し，ＪＩＳ「…」は，ＪＩＳ用語番

号を示す。 

 

3.5 概念体系の見直し 

水中音響に関わる概念の総体を，旧規格の概念体系と同じく大分類として水中音響現象に関わる概念

と水中音響機器に関わる概念に大別した。水中音響現象に関わる概念については，旧規格の概念体系の

中分類及び小分類を別表５に示す事項を反映する形で修正して新しい概念体系とした。 

 水中音響用語の分類 

                                       共通に関する用語（１０００～ ） 

                      現象              音源・放射に関する用語（１２００～ ） 

                                       伝搬に関する用語（１３００～ ） 

                                       雑音に関する用語（１５００～ ） 

 水中音響  

                                       種類に関する用語（２０００～ ） 

                                       構成・利用技術に関する用語（２２００～ ） 

                      機器             性能・特性に関する用語（２５００～ ） 

                                       試験・測定に関する用語（２７００～ ） 

                                        運用に関する用語（２８００～ ） 

新しい用語分類表は，別表６のとおりである。なお，用語の配列順序は，次の規準に従って行なった。 

                          解 ３  
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(1)概念体系に従い，系統的に配列する。                              

(2)上位，下位の概念はまとめて配列する。例えば，Ａ，Ｂの下位概念として Ａ１，Ａ２，Ｂ１，Ｂ２があるとき 

  は，Ａ，Ａ１，Ａ２とＢ，Ｂ１，Ｂ２の群にまとめて配列する。          

(3)同位概念又は一群の用語の順序は，以下のとおりとする。 

(a) 普遍的，共通的なものを先に，部分的，特殊的なものを後にする。 

(b) 広い範囲に発生するものを先に，狭い範囲に発生するものを後にする。 

(c) 原因的なものを先に，結果的なものを後にする。 

(d) 常時発生するものを先に，ときどき発生するものを後にする。 
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               別表  １   ＪＩＳの用語に置き換えた用語              

用語番号     Ｊ  Ｉ  Ｓ  用  語     旧  用  語   旧用語の処置  
   1005 固有振動モード   振動の規準形  慣用語  
   1011 波   波・波動  同意語（波動）  

  1017 円筒波  円筒波・円柱波  削除（円柱波）  

  1021 圧縮波  粗密波  慣用語  
  1024 定在波  定常波・定在波  削除（定常波）  
  1033 音・音響振動  音・音響  同意語（音響）  
  1034 水中音  水中音・水中音響  同意語（水中音響）  
  1036 エコー  反響・反響音  併用語（反響）  

同意語（反響音）  
  1118 音の速さ    ―    ―  
  1119 
 

音の速度  
 

音速・音速度  音の速度の同意語（音
速度）  
音の速さの併用語（音
速）  

  1131 音源レベル  目標音源レベル  削除  
  1132 音響スペクトル  音響スペクトル・音のスペ

クトル     
慣用語（音のスペクト
ル）  

  1142 比音響インピーダンス  単位面積インピーダンス  慣用語  
  1143 比音響抵抗  固有音響抵抗  同意語  
  1321 発散  拡散  慣用語  
  1322 球面発散  球面拡散  慣用語  
  1323 円筒発散  円筒拡散  慣用語  
  1409 散乱断面積  散乱断面  慣用語  
  1410 後方散乱断面積  もどり散乱断面  慣用語  
  1425 散乱強度・後方散乱ディフ

ァレンシャル  
もどり散乱強度  慣用語  

 1601  ソーナー背景雑音  ソーナー出力雑音  慣用語  

 

 

 

              別表  ２ ＪＩＳ以外の新しい用語に置き換えた用語         

 用語番号      新  用  語      旧  用  語   旧用語の処置  
  1303 ノーマルモード法  ノーマルモード理論  削除  

   1312 ロイドミラー効果   鏡像干渉・ロイド鏡面効果  削除  
  1345 後方散乱  もどり散乱  同意語  

   1391 内部波   内波  同意語  
   1405 グレージング角   入射余角  慣用語  

  1407 音速こう（勾）配  音速傾度  同意語  
  1408 吸収断面積  吸収断面  慣用語  
  1415 漏れ係数  漏れ定数  慣用語  
  1416 吸収係数  吸収定数  慣用語  
  1427 エコーレベル  反響レベル  同意語  
  1561 流体力学的雑音・流体雑音  水力雑音  同意語  
  1573 プロペラ鳴音   鳴音  削除  
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                            別表  ３     削 除 し た 用 語              

区分       削 除 し た 用 語         削 除 の 理 由  
 １  午後の効果，海水雑音  

 
 水中音響技術の進展その他の理由で，用
語自体が今日では全く又はほとんど使用
されなくなっており，改めて規定する必要
性が認められない。  

 ２  サイクル，ヘルツ，マイクロバール   基礎的な技術用語として社会一般に十
分に浸透しており，水中音響用語として改
めて規定する必要性が認められない。  

 ３  音の大きさ，音の大きさのレベル，騒
音レベル，ソーン，ホン，暗騒音  

 水中音響以外の分野の用語であり，かつ
使用頻度も低く，必要な場合には所要の規
格を参照することで業務上支障がないと
考えられる。  

 ４  
 

音線図，自艦航走雑音，等方性雑音場，
非等方性雑音場，艦内騒音，機内騒音，
機械騒音，主機騒音，補機騒音，推進
器騒音，主機雑音，補機雑音  

 用語自体が複合語であり，基本用語の定
義から意味が十分理解でき，独立概念の用
語として規定する必要性が認められない。 

 ５  焦線，焦面，自艦雑音，自機雑音，高
調波  

 用語自体の使用頻度，重要性などから独
立概念の用語として規定する必要性が低
く，基本用語の備考で説明するだけで十分
と考えられる。  

 

                                  

                                 別表  ４   用   語   の  解   説                            

用語番号    用     語                    解            説  
 1001 振動   この用語は，用語分類表（別表６）に従って，旧規格の[1103]を規定

した。 

 1002 強制振動   この用語は，用語分類表に従って[ＩＥＣ 801－24－01]の用語の定
義を引用し規定した。 

 1003 自由振動   この用語は，用語分類表に従って[ＩＥＣ 801－24－02]の用語の定
義を引用し規定した。 

 1004 振動モード  この用語は，用語分類表に従って[ＩＥＣ 801－24－13]の用語の定
義を引用し，新たに規定した。 

 1005 固有振動モード  この用語は，用語分類表に従って[ＩＥＣ 801－24－14]の用語の定
義を引用し規定した。 

 1006 固有振動   この用語は，用語分類表に従って，ＪＩＳ「１１０５」振動モードの定義を
一部修文し規定した。 

 1007 基本振動   この用語は，用語分類表に従って，ＪＩＳの基本周波数の定義に対応
させ，旧規格の「１１０８」の定義を修文し規定した。 
 旧規格では，基本振動は，周期的振動のほかに非周期的振動につ
いても“その成分中の最低周波数のもの”と定義していたが，そのような
使用例は実際には見当たらない。一方，ＪＩＳでは，基本振動という用語
は規定していないが，対応する概念の用語である基本振動周波数を周
期的振動のみを対象にした概念に限定していることから，改正版でもこ
れに従った定義に改めた。 
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用語番号    用     語                    解            説  
 1008 倍振動   この用語は，用語分類表に従って，旧規格の[1109]を規定した。 

 1009 共振   この用語は，用語分類表に従って[ＩＥＣ 801－24－05]の用語の定
義を修文し規定した。 

 1010 反共振   この用語は，用語分類表に従って[ＩＥＣ 801－24－0７]の用語の定
義を引用し規定した。 

 1011 波   この用語は，用語分類表に従って，旧規格の[1112]，[ＩＥＣ 801－23
－01]の用語の定義を修文し規定した。 

 1012 波動方程式   この用語は，用語分類表に従って，旧規格 [1113]をわかりやすい表
現に修文し規定した。 

 1013 媒質   この用語は，用語分類表に従って，旧規格 [1114]をわかりやすい表
現に修文し規定した。 

 1014 自由進行波   この用語は，用語分類表に従って，[ＩＥＣ 801－23－03]の用語の定
義を修文し規定した。  

 1015 波面   この用語は，用語分類表に従って，[ＩＥＣ 801－23－02]の用語の定
義を修文し規定した。 

 1016 平面波   この用語は，用語分類表に従って，[ＩＥＣ 801－23－06]の用語の定
義を引用し規定した。 

 1017 円筒波   この用語は，用語分類表に従って，[ＩＥＣ 801－23－08]の用語の定
義を引用し規定した。 

 1018 球面波   この用語は，用語分類表に従って，[ＩＥＣ 801－23－0７]の用語の定
義を引用し規定した。 

 1019 縦波   この用語は，用語分類表に従って，[ＩＥＣ 801－23－05]の用語の定
義を引用し規定した。 

 1020 横波   この用語は，用語分類表に従って，[ＩＥＣ 801－23－09]の用語の定
義を引用し規定した。 

 1021 圧縮波   この用語は，用語分類表に従って，旧 規 格 「１１２１」の用語を[ＩＥＣ 
801－23－04]の用語に変更をし，定義を修文して規定した。 

 1022 すべり波   この用語は，用語分類表に従って，[ＩＥＣ 801－23－10]の用語の定
義を修文し，新たに規定した。 

 1023 レイリー波   この用語は，用語分類表に従って，[ＩＥＣ 801－23－12]の用語の定
義を引用し，新たに規定した。 

 1024 定在波   この用語は，用語分類表に従って，[ＩＥＣ 801－23－15]の用語の定
義を引用し規定した。 

 1025 節   この用語は，用語分類表に従って，[ＩＥＣ 801－23－16]の用語の定
義を引用し規定した。 

 1026 腹   この用語は，用語分類表に従って，[ＩＥＣ 801－23－17]の用語の定
義を修文し規定した。 
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 1027 基本波   この用語は，用語分類表に従って，ＪＩＳ[1005]の用語の定義を引用し

規定した。 

 1028 複合波   この用語は，用語分類表に従って，ＪＩＳ[1082]の用語の定義を引用
し，新たに規定した。 

 1029 調波  
ハーモニック 

 この用語は，用語分類表に従って，[ＩＥＣ 801－30－03]の用語の定
義を引用し，新たに規定した。 

 1030 高調波   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１１２７」を修文し規定し
た。 

 1031 サブハーモニッ
ク 

 この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１１２８」の振動数を周波
数に修文し規定した。 

 1032 衝撃波   この用語は，用語分類表に従って，海洋音響用語辞典の定義を引用
し規定した。 

 1033 音  
音響振動  

 この用語は，用語分類表に従って，[ＩＥＣ 801－21－01]の用語の定
義を修文し規定した。 

 1034 水中音   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１１３１」から水中音響を
削除し規定した。 

 1035 可聴音   この用語は，用語分類表に従って，[ＩＥＣ 801－21－02]の用語の定
義を修文し，新たに規定した。 

 1036 エコー 
反響  
 

 この用語は，用語分類表に従って，旧 規 格 「１３１２」を主体に[ＩＥＣ 
801－31－21]を修文し規定した。 
  ＪＩＳの定義は，定義欄（２）のとおりであるが，水中音響分野では，通
常，対象目標から反射又は散乱された音という意 味 で使われることか
ら，改訂版でも旧規格の概念を継承して（１）の定義を追加した。 

 1037 過渡音   この用語は，用語分類表に従って，海洋音響用語辞典，実際の用語
の使用法から，新たに規定した。 

 1038 音波   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１１３２」を修文し規定し
た。 

 1039 超音波   この用語は，用語分類表に従って，[ＩＥＣ 801－21－04]の用語の定
義を修文し規定した。 
 水中音響分野においては，可聴周波数の音波であっても，例えば超
音波流速計，超音波洗浄機などのように，聴く目的以外の用途の音波
を超音波と呼ぶことがあることから，そのことを備考に記述した。 

 1040 水中超音波   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１１３４」対応英語の一部
を削除し規定した。 

 1041 
 

音場   この用語は，用語分類表に従って，[ＩＥＣ 801－23－27]の用語の定
義を修文し規定した。 

 1042 
 

自由音場   この用語は，用語分類表に従って，[ＩＥＣ 801－23－28]の用語の定
義を引用し規定した。 

 1043 近距離音場   この用語は，用語分類表に従って，[ＩＥＣ 801－23－29]の用語の定
義を引用し規定した。 
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 1044 遠距離音場   この用語は，用語分類表に従って，[ＩＥＣ 801－23－30]の用語の定

義を引用し規定した。 
 

 1045 ゆらぎ  この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３３９」を修文し規定し
た。 

 1046 ダンピング制動   この用語は，用語分類表に従って，[ＩＥＣ 801－24－19]の用語の定
義を修文し規定した。 
 

 1047 スプリアス振動   この用語は，用語分類表に従って，超音波便覧，実際の用語の使用
法から，新たに規定した。 

 1048 ピストン振動   この用語は，用語分類表に従って，海洋音響用語辞典を引用し，新
たに規定した。 

 1049 ハウリング  この用語は，用語分類表に従って，海洋音響用語辞典を修文し，新
たに規定した。 

 1101 周期   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１１０１」を規定した。 

 1102 位相   この用語は，用語分類表に従 って，ＪＩＳ「１１１０」の用語の定義を引用
し規定した。 

 1103 振幅   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１１４５」を修文し規定し
た。 

 1104 波長   この用語は，用語分類表に従って，ＪＩＳ「１０５７」の用語の定義を修文
し規定した。 

 1105 粒子変位   この用語は，用語分類表に従って，[ＩＥＣ 801－2１－２６]の用語の定
義を修文し規定した。 

 1106 周波数  
振動数  

 この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１１４０」を規定した。 

 1107 角周波数  
角振動数  

 この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１１４１」を規定した。 

 1108 固有周波数  
固有振動数  

 この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１１４２」を規定した。 

 1109 共振周波数   この用語は，用語分類表に従って，[ＩＥＣ 801－24－０６]の用語の定
義を修文し規定した。 

 1110 反共振周波数   この用語は，用語分類表に従って，[ＩＥＣ 801－21－31]の用語の定
義を引用し規定した。 

 1111 基本周波数  
基本振動数  

 この用語は，用語分類表に従って，[ＩＥＣ 801－2４－１１]の用語の定
義を引用し規定した。 

 1112 空間周波数   この用語は，用語分類表に従って，科学技術用語大辞典，実際の用
語の使用法から，新たに規定した。 

 1113 粒子速度   この用語は，用語分類表に従って，海洋音響用語辞典を修文して規
定した。 
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 1114 体積速度   この用語は，用語分類表に従って，[ＩＥＣ 801－2１－３１]の用語の定

義を引用し規定した。 

 1115 位相速度   この用語は，用語分類表に従って，[ＩＥＣ 801－2３－２０]の用語の定
義を修文し規定した。 

 1116 伝搬速度   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１１５０」を規定した。 

 1117 群速度   この用語は，用語分類表に従って，[ＩＥＣ 801－2３－２１]の用語の定
義を修文し規定した。 

 1118 音の速さ 
音速  

 この用語は，用語分類表に従って，[ＩＥＣ 801－2３－１８]の用語の定
義を引用し，新たに規定した。 

 1119 音の速度  この用語は，用語分類表に従って，[ＩＥＣ 801－2３－１９]の用語の定
義を引用し，規定した。 

 1120 速 度 ポテンシャ
ル 

 この用語は，用語分類表に従って，音響用語を基に修文し，新たに
規定した。 

 1121 瞬時音圧   この用語は，用語分類表に従って，[ＩＥＣ 801－21－１９]の用語の定
義を修文し規定した。 

 1122 音圧   この用語は，用語分類表に従って，[ＩＥＣ 801－2１－２０]の用語の定
義を引用し規定した。 

 1123 基準音圧   この用語は，用語分類表に従って，[ＩＥＣ 801－2１－２２]の用語の定
義を修文し，新たに規定した。 

 1124 音響エネルギー
束  
音響パワー（同） 

 この用語は，用語分類表に従って，[ＩＥＣ 801－21－3７]の用語の定
義を修文し，新たに規定した。 
  旧規格では，音の強さを音波の進行方向のみに限定される量として
いたが，ＪＩＳではこれを任意の方向の場の量として規定し，雑音場のよう
に進行方向を特定できないような場合にも適用できる量としていることか
ら，改正版でもこれに従って再定義した。 

 1125 
 

音響出力   この用語は，用語分類表に従って，[ＩＥＣ 801－2１－３６]の用語の定
義を修文し，新たに規定した。 

 1126 音の強さ 
音響パワー密度 
音響エネルギー
束密度  

 この用語は，用語分類表に従って，[ＩＥＣ 801－2１－３８]の用語の定
義を修文し規定した。 
  旧規格では，音の強さを音波の進行方向のみに限定される量として
いたが，ＪＩＳではこれを任意の方向の場の量として規定し，雑音場のよう
に進行方向を特定できないような場合にも適用できる量としていることか
ら，改正版でもこれに従って再定義した。 

 1127 レベル 
 

 この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－22－0１］を参考に，
実際の用語の使用法から，新たに規定した。 

 1128 音圧レベル  この用語は，用語分類表の従って，［ＩＥＣ 801－2２－０７］の用語の
定義を修文し規定した。 

 1129 帯域音圧レベル 
バンドレベル 

 この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－2２－１２］の用語の
定義を修文し規定した。 
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 1130 音の強さのレベ

ル 
 この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－2２－０６］の用語の
定義を修文し規定した。 

 1131 音源レベル  この用語は，用語分類表に従って，海洋音響用語辞典を修文し，新
たに規定した。 

 1132 音響スペクトル  この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－2１－１５］の用語の
定義を引用し規定した。 

 1133 線スペクトル  この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－2１－１６］の用語の
定義を引用し，新たに規定した。 

 1134 連続スペクトル  この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－2１－１７］の用語の
定義を引用し，新たに規定した。 

 1135 スペクトル密度  この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－2１－４３］の用語の
定義を引用し，新たに規定した。 

 1136 パワースペクトル
密度  

 この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－2１－４４］の用語の
定義を引用した。 

 1137 スペ クトル 密 度
レベル 
スペクトルレベル 

 この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－2２－１３］の用語の
定義を引用し規定した。 

 1138 特 性 インピーダ
ンス 

 この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－2５－３９］の用語の
定義を引用し，新たに規定した。 

 1139 音 響 インピーダ
ンス 

 この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－2５－４０］の用語の
定義を修文し規定した。 

 1140 音響抵抗   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１１６８」を規定した。 

 1141 音響リアクタンス  この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１１６９」を規定した。 

 1142 比 音 響 インピー
ダンス 

 この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－2５－３５］の用語の
定義を修文し規定した。 

 1143 比音響抵抗   この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－2５－３６］の用語の
定義を引用し規定した。 

 1144 比 音 響 リアクタ
ンス 

 この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－2５－３７］の用語の
定義を引用し，新たに規定した。 

 1145 
 

スチフネス  この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－2５－３０］の用語の
定義を引用し，新たに規定した。 

 1146 コンプライアンス  この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－2５－３１］の用語の
定義を引用し，新たに規定した。 
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 1147 デシベル  この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－2２－０３］を取り入れ

て修文した。 
  デシベル表記をする場合，その基準値の表記法として，音圧レベル
の例でみると次のようないくつかの方法があるが，いずれも完全に定着し
ているとは言いがたいことから，改正版においては規格化を保留すること
にした。 
（１） ○○dB re １μPa，1mにおいて 
（２） ○○dB re １μPa  at １m 
（３） ○○dB re １μPa  @１ｍ 
（４） ○○dB // １μPa / １m 

 1148 パスカル  この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１１７３」に，実際の用語の
使用法から規定した。 

 1149 オクターブ  この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－３０－０９］の用語の
定義を修文し，新たに規定した。 

 1201 音源   この用語は，用語分類表に従って，ＪＩＳ「１０３３」の用語の定義を引用
し，規定した。 

 1202 点音源   この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－2１－３４］の用語の
定義を引用した。 

 1203 単一音源   この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－2１－３３］の用語の
定義を引用し，新たに規定した。 

 1204 ダイポール音源  この用語は，用語分類表に従って，海洋音響用語辞典を引用し，新
たに規定した。 

 1250 放射   この用語は，用語分類表に従って，ＪＩＳ「１０４１」の用語の定義の用語
の定義を修文し規定した。 

 1251 放射面積   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１２０４」を分かり易く修文
し規定した。 

 1252 音響放射効率  
放射効率  

 この用語は，用語分類表に従って，海洋音響用語辞典を修文し，新
たに規定した。 
 この用語は，送波器の音響放射に関する場合と船体などからの音響
放射に関する場合で異なった意味で使用され，それぞれの分野で定着
している用語である。このため，これを現段階で整理することはせず，２と
おりの定義を併記することとした。 

 1253 バッフル効果  この用語は，用語分類表に従って，海洋音響用語辞典を修文し，新
たに規定した。 

 1254 バッフル  この用語は，用語分類表に従って，海洋音響用語辞典を修文し，新
たに規定した。 

 1255 ハードバッフル  この用語は，用語分類表に従って，海洋音響用語辞典を修文し，新
たに規定した。 

 1256 ソフトバッフル  この用語は，用語分類表に従って，海洋音響用語辞典を修文し，新
たに規定した。 

 1257 無限大バッフル  この用語は，用語分類表に従って，海洋音響用語辞典を修文し，新
たに規定した。 
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 1258 放 射 インピーダ

ンス 
 この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１２０５」を分かり易く修文
し規定した。 

 1259 放射抵抗   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１２０６」を規定した。 

 1260 放射リアクタンス  この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１２０７」を規定した。 

 1261 放 射 インピーダ
ンス密度  

 この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１２０８」を規定した。 

 1262 自 己 放 射 インピ
ーダンス 

 この用語は，用語分類表に従って，海洋音響用語辞典を参考に実際
の用語の使用法から、新たに規定した。 

 1263 相 互 放 射 インピ
ーダンス 

 この用語は，用語分類表に従って，海洋音響用語辞典を参考に実際
の用語の使用法から、新たに規定した。 

 1264 キャビテーション  この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１２０９」を修文して規定し
た。 

 1265 キャビテーション
いき（閾）値  

 この用語は，用語分類表に従って，超音波便覧を参考にし新たに規
定した。 

 1300 伝搬   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３０１」を規定した。 

 1301 波動理論   この用語は，用語分類表に従って，海洋音響用語辞典を参考に実際
の用語の使用法から、新たに規定した。 

 1302 音線理論   この用語は，用語分類表に従って，旧 規 格 「１３０３」をここに規定し
た。 

 1303 ノー マ ル モ ー ド
法  

 この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３０２」を分かり易く修文
し規定した。 
  旧規格では，ノーマルモード理論という用語であったが，ノーマルモー
ド法に変更し，定義を分り易い表現に修正した。今日では，海洋の音波
伝搬に関する波動方程式の一解法としての理論的側面よりも，むしろ
その解法に基づいた数値解析のアルゴリズムやコード（プログラム）を含
む広い意味のもとでノーマルモード法という用語が使われており，その現
状にふさわしい用語と定義に改めた。 

 1304 放 物 型 方 程 式
法  
ＰＥ法（ぴーいー
ほう） 

 この用語は，用語分類表に従って，海洋音響用語辞典を参考に新た
に規定した。 

 1305 波数積分法   この用語は，用語分類表に従って，海洋音響技術を参考に新たに規
定した。 

 1311 ドップラー効果  この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３０５」を規定した。 

 1312 ロイドミラー効果  この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３０７」を規定した。 
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 1321 発散   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３０８」の用語を［ＩＥＣ ８

０１－２３－４１］の用語に変更をし，規定した。 

 1322 球面発散   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３０９」の用語を［ＩＥＣ ８
０１－２３－４１］の用語に変更をし，規定した。 

 1323 円筒発散    この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３１０」の用語を［ＩＥＣ 
８０１－２３－４１］の用語に変更をし，規定した。 

 1324 反射   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３１１」を分かり易く修文
し規定した。 

 1325 鏡面反射   この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－2３－２４］の用語の
定義を引用し，新たに規定した。 

 1326 全反射   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３１６」を修文し規定し
た。 

 1327 海面反射   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３１３」を修文し規定し
た。 

 1328 海底反射   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３１４」を修文し規定し
た。 

 1329 屈折   この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－３２－２３］の用語の
定義を引用し規定した。 

 1330 スネルの法則  この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３０４」を規定した。 

 1331 収束   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３１８」を規定した。 

 1332 収束帯  
ＣＺ（しーぜっと） 

 この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－３２－１８］の用語の
定義を引用し規定した。 

 1333 コースティクス 
焦面(同) 
焦線(同) 

 この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３２４」，「１３２５」の用語
の変更及び修文をし規定した。 
 旧規格の焦面又は焦線という音線解析に著しく特化した用語に代わ
り，今日ではコースティクスという用語で，その意味も定義欄に示すよう
な領域を包括的に表す用語として定着していることから，それに置き換
えた。旧用語は，新概念との関係が分かるように特別の場合の同意語と
して規定した。 

 1334 透過   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３３３」を規定した。 

 1335 全透過   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３１７」を修文し規定し
た。 

 1336 回折   この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－2３－２５］の用語の
定義を引用し規定した。 

 1337 干渉   この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－2３－１３］の用語の
定義を引用し規定した。 
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用語番号    用     語                    解            説  
 1338 コヒーレンス  この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３３６」を修文し規定し

た。 

 1339 分散   この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－２３－２２］の用語の
定義を修文し修正した。 

 1340 吸収   この用語は，用語分類表に従って，海洋音響用語辞典を修文し規定
した。 

 1341 消散   この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－2３－２９］の用語の
定義を修文し規定した。 

 1342 散乱   この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－2３－２６］の用語の
定義を引用し規定した。 
 

 1343 ランベ ル トの 法
則  

 この用語は，用語分類表に従って，「水中音響の原理」を参考に、新
たに規定した。 

 1344 前方散乱   この用語は，用語分類表に従って，海洋音響用語辞典を修文し，新
たに規定した。 

 1345 後方散乱   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３４３」の用語を「１３４４」
の対義語として変更をし，規定した。 

 1346 表面散乱   この用語は，用語分類表に従って，実際の音響用語の使用法から，
新たに規定した。 

 1347 体積散乱   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３４７」の用語の変更及
び修文をし，新たに規定した。 

 1348 海面散乱   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３４５」の用語の変更及
び修文をし，新たに規定した。 

 1349 海底散乱   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３４６」の用語の変更及
び修文をし，新たに規定した。 

 1350 残響   この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－２１－１４］の用語の
定義を修文し規定した。 
 ＪＩＳの定義は，建築音響分野などで通常意味する閉鎖空間での“繰り
返される反射又は散乱の結果，生じる音”であるが，水中音響分野にお
いては広大な海中空間を対象にするため，１回だけの反射や散乱の結
果生じる音も残響の重要な要素であることから，そのことを備考で補足
説明した。 

 1351 体積残響   この用語は，用語分類表に従って，「１３４７」との整合性を図るため修
文し規定した。 

 1352 海面残響   この用語は，用語分類表に従って，「１３４８」との整合性を図るため修
文し規定した。 

 1353 海底残響   この用語は，用語分類表に従って，「１３４９」との整合性を図るため修
文し規定した。 

 1361 音線   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３２０」を修文し規定し
た。 
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 1362 ＲＢＲ音 線 （あー

るび ー あー るお
んせん） 

 この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３２１」を規定した。 

 1363 ＲＳＲ音 線 （あー
るえすあーるお
んせん） 

 この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３２２」を規定した。 

 1364 限界音線   この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－３２－１７］の用語の
定義を修文し規定した。 

 1365 ダイレクトパスＤ
Ｐ（でぃーぴー） 

 この用語は，用語分類表に従って，実際の音響用語の使用法から，
新たに規定した。 

 1366 マルチパス伝 搬
多経路伝搬  

 この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３３８」を修文し規定し
た。 

 1367 サウンドチャンネ
ル 

 この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－３２－２０］の用語の
定義を修文し規定した。 

 1368 サーフェスダクト  この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３３１」を修文し規定し
た。 

 1369 ＳＯＦＡＲチャネ
ル （そ ー ふ ぁー
ちゃねる） 

 この用語は，用語分類表に従って，海洋音響用語辞典を引用し，新
たに規定した。 

 1370 シャドーゾーン  この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－３２－１９］の用語の
定義を引用し規定した。 

 1371 伝搬アノマリー  この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－３２－１２］の用語の
定義を修文し，新たに規定した。 

 1372 余剰深度   この用語は，用語分類表に従って，実際の音響用語の使用法から，
新たに規定した。 

 1373 余剰音速   この用語は，用語分類表に従って，実際の音響用語の使用法から，
新たに規定した。 

 1374 限界深度   この用語は，用語分類表に従って，実際の音響用語の使用法から，
新たに規定した。 

 1375 サウンドチャネル
深度  
ＳＣ深度（えすし
ーしんど） 

 この用語は，用語分類表に従って，海洋音響用語を引用し，新たに
規定した。 

 1381 音速分布   この用語は，用語分類表に従って，海洋音響用語辞典を修文し，新
たに規定した。 

 1382 等温層   この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－３２－１６］の用語の
定義を引用し規定した。 

 1383 混合層   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３３０」を修文し規定し
た。  

 1384 水温躍層   この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－３２－１５］の用語の
定義を引用し規定した。 
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用語番号    用     語                    解            説  
 1385 深海散乱層  

ＤＳＬ（でぃー え
すえる） 

 この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－３２－２１］の用語の
定義を修文し規定した。 

 1386 深海   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３５０」を修文し規定し
た。 

 1387 浅海   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３５１」を修文し規定し
た。 

 1388 底質   この用語は，用語分類表に従って，ＧＯＴ及び海洋の辞典を修文し，
新たに規定した。 

 1389 たい（堆）積層   この用語は，用語分類表に従って，ＧＯＴを修文し，新たに規定した。 

 1390 シーステート  この用語は，用語分類表に従って，国際気象機関が定めた波浪階級
を引用し，新たに規定した。 
  海面の粗さの指標としては，海上自衛隊では風浪階級とうねり階級
が使用されているが，国際的にはもっぱらシーステートが使用されてお
り，諸外国の水中音響分野の各種データベースとの共 有 性 も考慮し
て，改正版ではシーステートで規定することとした。 

 1391 内部波   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３４９」を修文し規定し
た。 

 1392 潮目   この用語は，用語分類表に従って，海洋音響用語辞典を引用し，新
たに規定した。 
  潮目は海洋学では“異種水塊の境界が水面上に現れたもの”と定義
されているが，水中音響分野では，音の散乱，反射，屈折などの原因と
なる，海面下の３次元的な広がりをもつ水塊の境界が問題にされ，それ
も潮目と呼ぶのが普通であるので，それに従って定義した。 

 1393 水塊   この用語は，用語分類表に従って，海洋音響用語辞典を引用し，新
たに規定した。 

 1401 入射角   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３５２」を修文し規定し
た。 

 1402 反射角   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３５４」を修文し規定し
た。 

 1403 屈折角   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３５５」を修文し規定し
た。 

 1404 散乱角   この用語は，用語分類表に従って，実際の音響用語の使用法から，
新たに規定した。 

 1405 グレージング角   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３５３」の用語の変更を
し規定した。 

 1406 層深   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３５６」を規定した。 

 1407 音速こう（勾）配   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３５７」の用語の変更を
し規定した。 
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 1408 吸収断面積   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３６０」の用語の変更を

し規定した。 

 1409 散乱断面積   この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－３２－３０］及び［IEC 
８０１－３２－３２］の用語の定義を修文し，新たに規定した。 

 1410 後方散乱断面
積  

 この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－３２－３１］及び［IEC 
８０１－３２－３３］の用語の定義を修文し，新たに規定した。 

 1411 伝搬定数   この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－２３－３３］の用語の
定義を引用し規定した。 

 1412 減衰定数   この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－２３－３５］の用語の
定義を修文し規定した。 

 1413 位相定数   この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－２３－３７］の用語の
定義を修文し規定した。 

 1414 波長定数   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１１５７」を規定した。 

 1415 漏れ係数  この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３６３」を規定した。 

 1416 吸収係数   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３６４」を規定した。 

 1417 消散係数   この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－３１－３０］の用語の
定義を引用し新たに規定した。 

 1418 散乱係数   この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－３２－３４］及び［IEC 
８０１－３２－３５］の用語の定義を修文し，新たに規定した。 

 1419 伝搬損失   この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－２３－３９］の用語の
定義を修文し規定した。 

 1420 吸収損失   この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－２３－４０］の用語の
定義を修文し規定した。 

 1421 発散損失   この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－２３－４１］の用語の
定義を修文し，新たに規定した。 

 1422 反射損失   この用語は，用語分類表に従って，海洋音響用語辞典を修文し規定
した。 

 1423 透過損失   この用語は，用語分類表に従って，海洋音響用語辞典を修文し規定
した。 

 1424 収束利得   この用語は，用語分類表に従って，海洋音響用語辞典を修文し規定
した。 

 1425 散乱強度  
後方散乱ディフ
ァレンシャル 

 この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－３２－３７］及び［ＩＥＣ 
801－３２－３８］の用語の定義を修文し規定した。 
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用語番号    用     語                    解            説  
 1426 ターゲットストレ

ングス 
物体の後方散
乱ディファレンシ
ャル 

 この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－３２－３６］の用語の
定義を修文し規定した。 

 1427 エコーレベル  この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３７４」の用語の変更を
し規定した。 

 1428 残響レベル   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３７３」を規定した。 

 1429 相対残響レベル  この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－３２－０８］の用語の
定義を引用し，新たに規定した。 

 1430 ドップラーシフト  この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３５９」の用語の変更を
し規定した。 

 1431 屈折率   この用語は，用語分類表に従って，海洋音響用語を修文し，新たに
規定した。 

 1432 音圧反射率   この用語は，用語分類表に従って，実際の音響用語の使用法から，
新たに規定した。 

 1433 遮断周波数   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１３５８」を規定した。 

 1434 クロスオーバー
レンジ 

 この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－３２－１３］の用語の
定義を引用し，新たに規定した。 

 1500 雑音   この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－２１－０８（ａ）］の用語
の定義を修文し規定した。 

 1501 騒音   この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－２１－０８ｂ］の用語の
定義を修文し規定した。 

 1502 ランダム雑音  
不規則雑音  

 この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－２１－０９］の用語の
定義を修文し規定した。 

 1503 白色雑音   この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－２１－１０］の用語の
定義を修文し規定した。 

 1504 ガウス雑音   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１４０４」を規定した。 

 1505 等方性雑音   この用語は，用語分類表に従って，実際の音響用語の使用法を参考
に修文し，規定した。 

 1506 乱流境界層   この用語は，用語分類表に従って，船舶工学用語を引用し，新たに
規定した。 

 1507 ウォー ター ハ ン
マ 

 この用語は，用語分類表に従って，海洋音響用語辞典を修文し，新
たに規定した。 

 1508 空洞共鳴   この用語は，用語分類表に従って，海洋音響用語辞典を修文し，新
たに規定した。 
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用語番号    用     語                    解            説  
 1509 ブレードレート 

翼通過周波数  
 この用語は，用語分類表に従って，海洋音響用語辞典を修文し，新
たに規定した。 

 1510 キャビテーション
雑音相似則  

 この用語は，用語分類表に従って，海洋音響用語辞典を引用し，新
たに規定した。 

 1551 周囲雑音   この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－２１－１２］の用語の
定義を修文し規定した。 

 1552 海中雑音    この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－３２－０７］の用語の
定義を引用し規定した。 

 1553 波浪雑音   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１４３９」を規定した。 

 1554 海氷雑音   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１４４０」を規定した。 

 1555 地かく（殻）雑音   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１４４１」を規定した。 

 1556 降水雑音   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１４４２」を規定した。 

 1557 生物雑音   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１４４３」を規定した。 

 1558 人為雑音   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１４４５」を規定した。 

 1559 船舶航行雑音  
トラフィック雑音  

 この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１４４５」を規定した。 

 1560 機械雑音   この用語は，用語分類表に従って，実際の音響用語の使用法から，
新たに規定した。 

 1561 流 体 力 学 的 雑
音  
流体雑音  

 この用語は，用語分類表に従って，実際の音響用語の使用法から，
新たに規定した。 

 1562 気泡雑音   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１４３１」を規定した。 

 1563 キャビテーション
雑音  

 この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１４３２」の用語の定義を
修文し規定した。 

 1564 フローノイズ  この用語は，用語分類表に従って，実際の音響用語の使用法から，
新たに規定した。 

 1565 乱流雑音   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１４３０」の用語の定義を
修文し規定した。 

 1566 乱流励振雑音   この用語は，用語分類表に従って，実際の音響用語の使用法から，
新たに規定した。 
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用語番号    用     語                    解            説  
 1567 流体擬似雑音   この用語は，用語分類表に従って，海洋音響用語辞典の定義を引用

し，新たに規定した。 
  この雑音は，備考に記述したように，流れのある海水中で雑音を測定
するときに，測定用受波器を置いたことにより生じるような，本来存在し
ない見掛け上の雑音成分を指した，いわゆる擬似的な雑音であるが，
電気的な擬似雑音と区別するため流体擬似雑音とした。 

 1568 水流励振雑音   この用語は，用語分類表に従って，実際の音響用語の使用法から，
新たに規定した。 

 1569 砕波雑音   この用語は，用語分類表に従って，海洋音響用語辞典の定義を引用
し，新たに規定した。 

 1570 スプ ラッシュ雑
音  

 この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１４３３」を規定した。 

 1571 推進器雑音   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１４２６」の用語の定義を
修文し規定した。 

 1572 プロペラ雑音   この用語は，用語分類表に従って，海洋音響用語辞典の定義を引用
し，新たに規定した。 

 1573 プロペラ鳴音   この用語は，用語分類表に従って，海洋音響用語辞典の定義を引用
し，新たに規定した。 

 1591 固体伝搬音   この用語は，用語分類表に従って，音響用語の定義を参考に修文し
規定した。 

 1592 水中伝搬音   この用語は，用 語 分 類 表 に従って，音響用語の定義を参 考 に修 文
し，新たに規定した。 

 1593 空気伝搬音   この用語は，用語分類表に従って，音響用語の定義を参考に修文し
規定した。 

 1600 背景雑音    この用語は，用語分類表に従って，［IEC ８０１－２１－１３］の用語
の定義を引用し規定した。 

 1601 ソーナー背景雑
音  

  この用語は，用語分類表に従って，［IEC ８０１－３２－０４］の用語
の定義を引用し規定した。 
  ＪＩＳで新しく規定された用語であるが，旧規格で独自に定義していた
ソーナー出力雑音と本質的な意味の違いはないことから，ＪＩＳの用語を
正規用語とし，旧用語は慣用語とした。なお，定義を広義に解釈する
と，聴音における室内騒音，表示器や記録器における室内照明光など
もこの雑音に含められるが，通常はそれらはソーナー背景雑音の対象
外とされている。 

 1602 ソナー自己雑音  この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－３２－０５］の用語の
定義を引用し規定した。 

 1603 プラットフォーム
雑音  

  ソーナー自己雑音のうち，ソーナーを搭載したプラットフォームから い
ったん水中に放射される雑音として限定的に定義し，フランクアレイなど
で船体構造物を経由して直接受波器に感知される雑音成分は含めな
いことを明確にした。 

 1604 機器雑音   この用語は，用語分類表に従って，実際の音響用語の使用法を参考
に修文し規定した。 
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用語番号    用     語                    解            説  
 1605 熱雑音   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１４３５」を規定した。 

 1606 目標雑音   この用語は，用語分類表に従って，旧規格「１４４６」の用語の定義を
修文し規定した。 

 1607 ドーム内雑音   この規格は，用語分類表に従って，実際の音響用語の使用法を参考
に修文し規定した。 
 ソーナードーム内は，雑音場としては特別の環境にあることから，この
用語を規定し，ソーナードーム内に存在するプラットフォーム雑音に周
囲雑音が重畳した雑音という意味で定義した。 

 1608 ソーナー航走雑
音  

  この用語は，用語分類表に従って，実際の音響用語の使用法を参
考に修文し，新たに規定した。 

 1650 放射雑音   この用語は，用語分類表に従って，［ＩＥＣ 801－３２－０６］の用語の
定義を引用し規定した。 

 1651 航走雑音   この用語は，用語分類表に従って，実際の音響用語の使用法を参考
に修文し，新たに規定した。 

 1652 停泊雑音   この用語は，用語分類表に従って，海洋音響用語辞典の定義を引用
し，新たに規定した。 

  音響ビーム  従来，指向性ビームと呼んでいたものを，改正版では全て音響ビーム
に改めた。指向性ビームという用語は，水中音響分野では広く普及して
いる用語であるが，ビームという用語自体に既に指向性という意味が込
められており，指向性ビームという用語からは意味の重複感がぬぐえな
いことから，音のビームという意味で“音響ビーム”に改めた。 

 

 

 

                   別表  ５    概念体系の主な変更事項                   

区 分           主  な  変  更  事  項  

中分類   旧規格の概念体系を継承して，共通，音源・放射，伝搬及び雑音の項目に区分
した。  

小分類  (1)伝搬に関する概念体系：旧規格の概念体系の項目（理論，効果，物理現象及び
物理量）に新たに伝搬路及び環境の項目を追加し，それぞれ伝搬に関わる重要
な概念分野の一つに位置づけた。  

(2)雑音に関する概念体系：旧規格の概念体系を全面的に見直して，一般，種類，
伝搬経路，背景雑音及び放射雑音の項目に区分し，各項には雑音の一般的性質，
雑音の発生源からみた種類，伝搬経路による区分，受信妨害の対象としての雑
音及び被探知の対象としての雑音に関する概念をそれぞれ分類・整理した。  

 

 

 

 

 

 

                 解  ２２   



65
Y 0011B解説

（共通）─┬─ （一般） ─┬─ 振動 ───強制振動, 自由振動, 振動ﾓｰﾄﾞ, 固有振動ﾓｰﾄﾞ, 固有振動,
(1000) │ │ 1001 1002       1003      1004         1005        1006      

│ │ 基本振動, 倍振動, 共振, 反共振
│ │ 1007       1008   1009   1010
│ 　├─ 波 ───波動方程式, 媒質, 自由進行波, 波面, 平面波, 円筒波,
│ │ 1011 1012        1013    1014      1015   1016    1017          
│ │ 球面波, 縦波, 横波, 圧縮波, すべり波, ﾚｲﾘｰ波, 定在波, 
│ │ 1018    1019  1020   1021    1022      1023    1024  
│ │ 節,  腹, 基本波, 複合波, 調波・ﾊｰﾓﾆｯｸ, 高調波, ｻﾌﾞﾊｰﾓﾆｯｸ, 衝撃波
│ │ 1025 1026 1027    1028      1029      　1030 　　1031　　　1032      
│ 　├─ 音・ ───水中音, 可聴音, ｴｺｰ・反響, 過渡音, 音波, 超音波, 
│ │ 音響振動 1034     1035     1036　　  1037   1038   1039    
│ │ 1033 水中超音波, 音場, 自由音場, 近距離音場, 遠距離音場
│ │ 1040        1041    1042       1043        1044  
│ 　└─ （関連） ───ゆらぎ, ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ・制動, ｽﾌﾟﾘｱｽ振動,
│ 1045        1046           1047       
│ ﾋﾟｽﾄﾝ振動, ﾊｳﾘﾝｸﾞ
│ 1048       1049
│

　└─ （物理量）─┬─ （基本） ───周期, 位相, 振幅, 波長, 粒子変位
(1100) │ 1101  1102  1103  1104   1105   

　├─ 周波数・ ───角周波数・角振動数, 固有周波数・固有振動数, 共振周波数,
│ 振動数 1107                        1108               1109       
│ 1106 反共振周波数, 基本周波数・基本振動数, 空間周波数
│ 1110                   1111              1112

　├─ （速度） ───粒子速度, 体積速度, 位相速度, 伝搬速度, 群速度,
│ 1113        1114      1115     1116       1117      
│ 音の速さ・音速, 音の速度, 速度ﾎﾟﾃﾝｼｬﾙ
│ 1118              1119       1120

　├─ （強度） ───瞬時音圧, 音圧, 基準音圧, 音響ｴﾈﾙｷﾞｰ束, 音響出力,
│ 1121      1122    1123        1124        1125
│ 音の強さ・音響ﾊﾟﾜｰ密度・音響ｴﾈﾙｷﾞｰ束密度
│ 1126

　├─ ﾚﾍﾞﾙ ───音圧ﾚﾍﾞﾙ, 帯域音圧ﾚﾍﾞﾙ・ﾊﾞﾝﾄﾞﾚﾍﾞﾙ, 音の強さのﾚﾍﾞﾙ, 音源ﾚﾍﾞﾙ
│ 1127 1128            　　 1129　　　　　　　　1130        1131

　├─ （ｽﾍﾟｸﾄﾙ）───音響ｽﾍﾟｸﾄﾙ, 線ｽﾍﾟｸﾄﾙ, 連続ｽﾍﾟｸﾄﾙ, 
│ 1132 　       1133      1134
│ ｽﾍﾟｸﾄﾙ密度, ﾊﾟﾜｰｽﾍﾟｸﾄﾙ密度, ｽﾍﾟｸﾄﾙ密度ﾚﾍﾞﾙ・ｽﾍﾟｸﾄﾙﾚﾍﾞﾙ
│ 1135              1136                   1137

　├─(ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ) ───特性ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ, 音響ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ, 音響抵抗, 音響ﾘｱｸﾀﾝｽ,
│ 1138                1139        1140       1141    
│ 比音響ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ, 比音響抵抗, 比音響ﾘｱｸﾀﾝｽ, ｽﾃｨﾌﾈｽ, ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ
│ 1142                1143         1144       1145      1146

　└─ （単位） ───ﾃﾞｼﾍﾞﾙ, ﾊﾟｽｶﾙ, ｵｸﾀｰﾌﾞ
1147    1148    1149

（音源・ ─┬─ 音源 ─── 点音源 ───単一音源, ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ音源
放射）│ 1201 1202 1203         1204

(1200) │
│ 放射 ─┬─ 放射面積 ───音響放射効率・放射効率, ﾊﾞｯﾌﾙ効果, ﾊﾞｯﾌﾙ,

　└─ 1250 │ 1251 1252                      1253     1254  
│ ﾊｰﾄﾞﾊﾞｯﾌﾙ, ｿﾌﾄﾊﾞｯﾌﾙ, 無限大ﾊﾞｯﾌﾙ
│ 1255         1256       1257    

　├─　放射 ───放射抵抗, 放射ﾘｱｸﾀﾝｽ, 放射ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ密度,
│ ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ 1259         1260           1261
│ 1258 自己放射ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ, 相互放射ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ
│ 1262                  1263           

　└─ｷｬﾋﾞﾃｰｼｮﾝ───ｷｬﾋﾞﾃｰｼｮﾝいき（閾）値
1264 1265

解 23
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伝搬 ─┬─ （理論） ─── 波動理論 ───音線理論, ﾉｰﾏﾙﾓｰﾄﾞ法, 放物型方程式法・PE法, 波数積分法
1300 │ 1301 1302          1303                 1304        1305     

│
　├─ （効果） ﾄﾞﾌﾟﾗｰ効果, ﾛｲﾄﾞﾐﾗｰ効果
│ (1310) 1311           1312
│

　├─（物理現象）─┬─ 発散 ───球面発散, 円筒発散
│ (1320) │ 1321 1322    　  1323
│ 　├─ 反射 ───鏡面反射, 全反射, 海面反射, 海底反射
│ │ 1324 1325       1326     1327      1328
│ 　├─ 屈折 ───ｽﾈﾙの法則, 収束, 収束帯・CZ, ｺｰｽﾃｨｸｽ
│ │ 1329 1330       1331       1332    1333       
│ 　├─ 透過 ───全透過
│ │ 1334 1335
│ 　├─ 回折
│ │ 1336
│ 　├─ 干渉 ───ｺﾋｰﾚﾝｽ
│ │ 1337 1338
│ 　├─ 分散
│ │ 1339
│ 　├─ 吸収 ───消散
│ │ 1340 1341
│ 　├─ 散乱 ───ﾗﾝﾍﾞﾙﾄの法則, 前方散乱, 後方散乱, 表面散乱,
│ │ 1342 1343            1344      1345      1346      
│ │ 体積散乱, 海面散乱, 海底散乱
│ │ 1347        1348      1349
│ 　└─ 残響 ───体積残響, 海面残響, 海底残響
│ 1350 1351        1352      1353
│

　├─ （伝搬路）─────────────────┬─音線, RBR音線, RSR音線, 限界音線
│ (1360) │ 1361   1362     1363      1364   
│ 　├─ﾀﾞｲﾚｸﾄﾊﾟｽ・DP, ﾏﾙﾁﾊﾟｽ伝搬・多経路伝搬, 
│ │ 1365                    1366                
│ │ ｻｳﾝﾄﾞﾁｬﾈﾙ, ｻｰﾌｪｽﾀﾞｸﾄ, SOFARﾁｬﾈﾙ
│ │ 1367         1368       1369
│ 　└─ｼｬﾄﾞｰｿﾞｰﾝ, 伝搬ｱﾉﾏﾘｰ, 余剰深度, 余剰音速, 
│ 1370         1371       1372      1373    
│ 限界深度, ｻｳﾝﾄﾞﾁｬﾈﾙ深度・SC深度
│ 1374                  1375
│

　├─ （環境）─────────────────┬─音速分布, 等温層, 混合層, 水温躍層, 深海散乱層・DSL
│ (1380) │ 1381       1382    1383     1384             1385
│ 　├─深海, 浅海, 底質, たい（堆）積層
│ │ 1386  1387  1388       1389
│ 　└─ｼｰｽﾃｰﾄ, 内部波, 潮目, 水塊
│ 1390     1391   1392  1393
│

　└─ （物理量）─┬─ （角度） ───入射角, 反射角, 屈折角, 散乱角, ｸﾞﾚｰｼﾞﾝｸﾞ角
(1400) │ 1401     1402    1403    1404       1405

　├─ (ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ）───層深, 音速こう（勾）配
│ 1406       1407

　├─ （断面積）───吸収断面積, 散乱断面積, 後方散乱断面積
│ 1408           1409        1410

　├─（定数・ ───伝搬定数, 減衰定数, 位相定数, 波長定数
│ 係数） 1411       1412      1413      1414     
│ 漏れ係数, 吸収係数, 消散係数, 散乱係数
│ 1415        1416      1417      1418

　├─（損失・ ───伝搬損失, 吸収損失, 発散損失, 反射損失, 透過損失, 収束利得
│ 利得） 1419        1420      1421      1422      1423      1424

　├─ （ﾚﾍﾞﾙ） ─┬─散乱強度・後方散乱ﾃﾞｨﾌｧﾚﾝｼｬﾙ,
│ │ 1425
│ │ ﾀｰｹﾞｯﾄｽﾄﾚﾝｸﾞｽ・物体の後方散乱ﾃﾞｨﾌｧﾚﾝｼｬﾙ
│ │ 1426
│ 　└─ｴｺｰﾚﾍﾞﾙ, 残響ﾚﾍﾞﾙ, 相対残響ﾚﾍﾞﾙ
│ 1427       1428        1429

　└─ （関連） ───ﾄﾞｯﾌﾟﾗｰｼﾌﾄ, 屈折率, 音圧反射率,
1430          1431      1432            
遮断周波数, ｸﾛｽｵｰﾊﾞｰﾚﾝｼﾞ
1433          1434      

──────────────────────

解 24



67.
Y 0011B解説

雑音 ─┬─ （一般） ─┬────────────────────騒音,ﾗﾝﾀﾞﾑ雑音・不規則雑音, 白色雑音,
1500 │ │ 1501          1502             1503      

│ │ ｶﾞｳｽ雑音,等方性雑音
│ │ 1504        1505            
│ 　├─（流体力学 ───乱流境界層, ｳｫｰﾀﾊﾝﾏ, 空洞共鳴
│ │ 的現象） 1506          1507　 　1508
│ 　└─ （その他）───ﾌﾞﾚｰﾄﾞﾚｰﾄ・翼通過周波数, ｷｬﾋﾞﾃｰｼｮﾝ雑音相似則
│         1509                   1510
│

　├─ （種類） ─┬─ 周囲雑音 ───海中雑音, 波浪雑音, 海氷雑音, [熱雑音],
│ (1550) │ 1551 1552     　 1553      1554                    
│ │ 地かく（殻）雑音, 降水雑音, 生物雑音, 人為雑音, 
│ │ 1555                1556      1557      1558                      
│ │ 船舶航行雑音・ﾄﾗﾌｨｯｸ雑音, （港湾人工雑音）
│ │ 1559   
│ 　├─（機械 ───機械雑音, (主機雑音), (補機雑音)
│ │ 雑音源） 1560
│ 　├─流体力学的─┬─気泡雑音 ───ｷｬﾋﾞﾃｰｼｮﾝ雑音
│ │ 雑 音 │ 1562 1563
│ │ ・流体雑音　├─ﾌﾛｰﾉｲｽﾞ ───乱流雑音, 乱流励振雑音, 流体疑似雑音
│ │ 1561 │ 1564 1565       1566　　　　　1567
│ │ 　├─水流励振雑音
│ │ │ 1568
│ │ 　├─砕波雑音 ───ｽﾌﾟﾗｯｼｭ雑音
│ │ │ 1569 1570
│ │ 　└─推進器雑音 ───ﾌﾟﾛﾍﾟﾗ雑音, ﾌﾟﾛﾍﾟﾗ鳴音, （SWATH雑音）
│ │ 1571 1572            1573
│ 　└─（その他の ───（乗組員活動による雑音等）
│ 雑音）
│

　├─（伝搬経路） 固体伝搬音, 水中伝搬音, 空気伝搬音
│ (1590) 1591          1592        1593
│

　├─ 背景雑音 ─┬─　ｿｰﾅｰ ─┬─ｿｰﾅｰ自己雑音─┬─ ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ───（自艦雑音）, （自機雑音）
│ 1600 │ 背景雑音 │ 1602 │ 雑音
│ │ 1601 │ │ 1603
│ │ │ 　├─ 機器雑音 ───熱雑音, （ｸﾛｽﾄｰｸ）, （ﾊﾑ）
│ │ │ │ 1604 1605
│ │ │ 　└─（加速度雑音）
│ │ 　├─ （外部騒音） ───　［騒音］ ───（艦内騒音）, （機内騒音）
│ │ 　├─ ［周囲雑音］
│ │ 　├─ 目標雑音
│ │ │ 1606
│ │ 　└─ ［残響］
│ │
│ 　└─ﾄﾞｰﾑ内雑音───ｿｰﾅｰ航走雑音
│ 1607 1608
│

　└─ 放射雑音 ─┬─（艦船等
1650 │ 放射雑音）───航走雑音, 停泊雑音

│ 1651       1652
　└─（施設雑音）
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